




























































添付資料5-1：質問票（長期専門家用）及び回答結果要点

ベトナム国北部荒廃流域天然林回復計画　中間評価調査　質問票（長期専門家　回答数＝3）

大項目 小項目

661プログラムへの提
言について

プロジェクト終了までに、661プログラムの適用技術と
その実施手順について提言を作成し、ベトナム政府に
提出することができるでしょうか？

661プログラムへの提言内容は、具体的にはどのよう
な事柄を現段階で想定されていますか？

作成された提言が、661プログラムに取り込まれるため
には、どのような点に注意する必要があるでしょうか？

実践マニュアルにつ
いて

プロジェクト終了までに、現場の森林技術者や農民を
対象とした、天然林回復技術に関する実践的なマニュ
アルが作成されるでしょうか？

上記マニュアル作成にあたり、使用者が使いやすいよ
うに工夫された点/今後工夫しようとされている点はな
にでしょうか？

技術セミナーについ
て

すでに技術セミナーが開催されていますが、セミナー
参加者（林業公社や流域管理委員会の技術者および
農業・林業普及関連部局の普及員）の反応（関心度、
積極性など）はどうですか？

概ね反応は良い。

セミナー参加者の満足度はどうですか？
①高い（2名回答）
②普通（1名回答）
③低い（なし）

セミナー参加者のセミナー理解度・技術の習得度はど
うですか？

①現場で十分活用できる程度（　なし　　　）
②現場である程度使える程度（　2名回答　）
③現場で使えるには不十分　（　なし　　　）
④不明（1名回答）

開発された又は今後
開発される技術につ
いて

プロジェクトで開発された又は今後開発される技術は、
利用者が導入・維持管理がしやすいものとなっていま
すか？特に配慮されている点がありましたら、具体例
をお願いします。

上記技術は、利用者に技術活用のインセンディブを十
分に与えるものですか？特に配慮されている点があり
ましたら、具体例をお願いします。

プロジェクト目標の達
成に向けて

プロジェクト目標達成を促進する要因/阻害する要因
はなにですか？

促進要因：まとまった技術体系がなく、要望が強い。
阻害要因：C/Pのローカル予算が少ない。

プロジェクト目標の達成のための今後の課題はなにで
すか？

情報コンポーネントの活性化。各コンポーネント/ユ
ニット間の更なる連携。

プロジェクト終了後３～５年以内に、プロジェクトの成果
がMARD/DFDによって検討(レビュー)される見込みは
あるでしょうか？

プロジェクト終了後３～５年以内に、プロジェクトで開発
された技術がコミューンの新規森林回復事業に適用さ
れる見込みはあるでしょうか？

プロジェクト終了後３～５年以内に、プロジェクトで開発
された技術を導入する農家が増える見込みはあるで
しょうか？

上位目標の達成可能性を促進する要因/阻害する要
因はなにでしょうか？

促進要因：C/Pが造林事業の仕組みに満足していな
い。森林が重要という認識が高くなりつつある。
阻害要因：都市から離れた住民の生活条件改善の
遅れ。森林関係機関が多数並列的にある。

スーパーゴール
の達成度（見込
み） 10年以上から20年近く必要。

１．プロジェクトの達成状況についてお伺いします。

上位目標の達成
度（見込み）

「プロジェクトが整
備した天然林回
復のための技術
体系が、政策決
定者および利用
者（林業公社、流
域管理委員会、
農業・林業普及関
連部局、農民）に
よって活用され
る」

プロジェクト目標
の達成状況

「林業公社、流域
管理委員会、農
業・林業普及関連
部局が活用する
ことができる、天
然林回復の適正
かつ経済的な技
術体系が整備さ
れる。」

回答結果の要点
質　　　問

上位目標は、プロジェ
クト終了後３～５年以
内に達成される見込
みはあるでしょうか？

スーパーゴール「森林面積が回復するとともに、環境的および経済的価値が
高められる」は、プロジェクト終了約何年後程度に達成されそうですか？その
根拠もお書きください。

提言提出は可能である。
（詳細は添付資料6「評価グリットに基づく調査結果」
参照）

マニュアルは、既存の情報やプロジェクトですでに作
成したマニュアルなどを統合し作成すべき。

（詳細は添付資料6「評価グリットに基づく調査結果」
参照）

見込みはある。
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大項目 小項目
回答結果の要点

質　　　問

情報分野の達成状況
情報分野の活動は予定通り進んでいますか？予定通
りでない場合は、その理由もお書きください。

リーフレットを配布された人の反応はどうですか？使
用者が使いやすいように工夫した点などあればお書き
ください。

ウェブ情報を見た人の反応はどうですか？使用者が
使いやすいように工夫した点などあればお書きくださ
い。

試験林分野の達成状
況

試験林の活動は予定通り進んでいますか？予定通り
でない場合は、その理由もお書きください。

新しい造林技術について、現場で適用できる可能性を
有する技術はどの程度特定されていますか？

上記技術を特定するには、あとどのぐらい時間を要し
ますか？

新造林技術のモニタリング情報を、他のコンポーネント
（情報、OFT、展示林）とどのように共有しています
か？

郷土樹種苗木生産は予定通り進んでいますか？予定
通りでない場合は、その理由もお書きください。

OFT分野の達成状況
OFTの活動は予定通り進んでいますか？予定通りで
ない場合は、その理由もお書きください。

OFTに参加する農家のOFTへの関心度・積極性はどう
ですか？

OFTに参加していない農家のOFTへの関心度はどうで
すか？

OFTの活動状況を、他のコンポーネント（情報、試験
林、展示林）とどのように共有していますか？

展示林分野の達成状
況

展示林の活動は予定通り進んでいますか？予定通り
に進んでいない場合は、その理由もお書きください。

展示林は見学者が見やすい工夫がされていますか
（モデル毎の説明看板設置など）？

見学者の反応はどうでしたか？

プロジェクト目標とア
ウトプットの関係

アウトプット１～３の達成により、プロジェクト目標を達
成することができますか？他に追加すべき成果はあり
ますか？

現在のアウトプット1～3は、プロジェクト目標に必要
である。

プロジェクトの管理、
モニタリング・評価に
ついて

プロジェクト実施期間を通してモニタリング評価システ
ムは円滑に機能していますか？機能してない場合の
原因はなにですか？

情報コンポーネント以外は、順調である。プロジェクト
全般については、状況を確認する作業が疎かになっ
ていた。

アウトプットの達
成状況
（活動状況をふま
えて）

成果品はできているものの、特にホームページの内
容が適切に整理されていない。
プロジェクトに必要な情報収集や、プロジェクトの成
果普及は、今後の課題。
ワーキンググループでの議論が不十分であった。

概ね予定通り進んでいる。
試験林周辺の地域住民の協力が不十分なため、家
畜が入り、苗に被害が出ることもある。
あと１年経てば、有望モデルとそうでないものの差が
ある程度見えてくると考えられる。
解析のため、2年は必要。

マニュアル作成を除き、活動は予定通り進んでいる。
住民参加型のため、計画や実施に時間を要する。
OFT活動に対する農家の関心は高い。

活動は予定通りに進んでいる。
一部、期待通りの生育がない箇所があり、今後モニ
タリングを行う。
看板設置は済んでいるが、モデルの説明ができるソ
フトを作成する必要がある。
見学者の感想は、好評とのこと。
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大項目 小項目
回答結果の要点

質　　　問

投入実績

日本側の投入 長期専門家の派遣（人数・専門性）は適切でしたか？

短期専門家の派遣（人数・専門性）は適切でしたか？

日本側の資機材（質、量）は適切でしたか？

C/P研修の人数、研修分野は適切でしたか？

C/P研修を受けた人は、期待された技術・知識を習得
してきましたか？

べ側の投入 C/Pの各コンポーネントの人数・専門性は適切でした
か？

C/Pの資機材（質、量）は適切でしたか？

活動状況の確認
PDM記載の活動につ
いて

PDM及びPOに記載されている活動で、実施を取りや
めた活動はありますか？ある場合は、活動名とその理
由についてお書きください。

なし。

プロジェクト開始時点では計画されていないかったが、
新しく加えられた活動があれば、活動内容と追加理由
をお書きください。

アカシア天然更新技術の開発（PO2.4.6に追加済）。

特になし。

確保できた。

実施体制

情報コンポーネントが停滞気味。

プロジェクトの運
営管理 月例会議が、2度のみ開催。実現可能な形での全体

の運営組織を再検討する必要ある。

関係者との関わ
り方

プロジェクト内部
の関係性 良好

良好

C/Pのオーナシッ
プ

フルタイムのC/Pがいない、予算確保が不十分であ
ることから、未だ高いとはいえない。ただし、現場レ
ベルに近いほど、オーナーシップは高いと感じる。

２．プロジェクトの実施プロセスについてお伺いします。

PDMに記載のある外部条件からの影響はありましたか？影響があった場
合、どのように対応されましたか？

C/P（DOF/MARD、FSIV、Sub-DOF）のオーナシップは高いですか？

C/P（DOF/MARD、FSIV、Sub-DOF）間での関係はどうでしたか？

専門家とC/Pとの関係はどうでしたか？

ダ川林業公社との関係はどうでしたか？

流域管理委員会との関係はどうでしたか？

農業・林業普及関連部局との関係はどうでしたか？

前提条件は確保できましたか？

実施体制（WGの設置等）は機能していますか？機能してない場合、その要因
もお書きください。

農民とのコミュニケーションはどうでしたか？

JCC、プロジェクト運営委員会、進捗状況内部検討会は、プロジェクトの運営
管理に役立っていますか？その理由もお書きください。

プロジェクト実施に関し、JICA本部・ベトナム事務所の協力体制はどうでした
か？

専門家派遣に遅れたあったが、活動には大きな影響
は出なかった。
研修後に、プロジェクトの活動から離れてしまった者
もいる。

各コンポーネントともに、概ね適当である。
ただし、一人としてフルタイムのC/Pがいないため、
議論に時間がとれない場合もある。
ベトナム政府の正式承認が遅れたため、C/P予算の
配布が不十分であり、問題である。

協力的である。

- 70 -



大項目 小項目
回答結果の要点

質　　　問

プロジェクトは効率的
ですか？

投入（人材、資機材、資金）は効果的に活用されました
か？

成果の達成度合は投入に見合ったものですか？

現地情報リソース（政府、他ドナー、JICAなど）を有効
活用していますか？

プロジェクトの効率性を阻害・貢献する要因はなにで
すか？

阻害要因：C/P予算確保が不十分。

インパクト
プロジェクトの実
施により波及効
果はあります
か？

・住民の森林保全の意義が理解されつつある。
・OFTの計画策定手法が他プロジェクトに導入される
動きがある。
・OFT活動の一部自主的な普及が始まっている。

（明確な方向性はかたまっていない模様。今後プロ
ジェクト内でも議論される必要あり。）

･住民の主体的参加
・普及関係者、技術者の意欲・レベルの向上
・森林の重要性をさらに広く理解してもらう

左記受益者がプロジェクトの成果品（マニュアル、技
術、情報、OFT活動、展示林など）をプロジェクト終了
後も活用する見込みはありますか？

上記を確保、促進するための工夫をプロジェクトは
行っていますか？

事業の自立発展性は
あるか

＜政策面＞
べ国の天然林回復に関する開発政策・計画の変更可
能性はありますか？

＜組織面＞
プロジェクト終了後も、C/Pおよび関係機関は当該事
業を実施するために十分機能していきますか？そのた
めの意欲は十分備わっていますか？

＜技術面＞
プロジェクト終了後、情報（Web更新）、研究（試験林、
マニュアル）、実証（展示林、OFT、マニュアル）の分野
は、誰が維持管理することになりますか？そのための
維持管理能力は備わっていますか？

＜財政面＞
プロジェクト終了後も、中央・地方政府が当該事業を実
施するための十分な財源が確保されますか？

上記をそれぞれ確保、促進するための工夫をプロジェ
クトは行っていますか？

プロジェクトの効果の
他地域・他組織への
普及

プロジェクトの効果は、他地域・他組織へ普及する可
能性はありますか？

上記を確保、促進するための工夫をプロジェクトは
行っていますか？

OFT活動では、地域の社会文化に適応できるよう配
慮もしている。

社会配慮
OFTでは、村落会議等で、比較的声の小さい女性の
参加を促している。

プロジェクトの効果を持続させるための要因はなにですか？

自立発展性

プロジェクトの効
果は、プロジェク
ト終了後も継続・
発展しますか？

妥当性

プロジェクトは妥
当性があります
か？

効率性

プロジェクトは効
率的ですか？

自立発展性を確保するために、社会・文化的側面、環境面に関して留意して
いることはありますか？

プロジェクトの実施の際に社会配慮・ジェンダー配慮はされていますか？

３．プロジェクトの妥当性、効率性、インパクト、自立発展性についてお伺いします。

プロジェクト終了後における、プロジェクトの方向性はどのようなものです
か？

協力終了後も、受益
者（住民、ダ川林業公
社、ダ川流域管理委
員会、農業・林業普
及関連部局）への効
果が持続しますか？

プロジェクトは、受益者のニーズに合致していますか？

対象地域の選定は的確でしたか？

プロジェクトの戦略、計画内容などは妥当でしたか？

プロジェクトの実施を通じて、政府、他ドナー、NGO、C/P、プロジェクトの受益
者、受益者以外の技術者、普及員、住民などに、何らかの波及効果は見られ
ますか？ある場合は、具体例をお書きください。

概ね妥当である。

概ね効率的である。
（C/P予算が不十分であることは、問題である）

OFT活動はある。
その他については、今後の活動次第により見込みは
ある。
活用されるためには、普及活動が重要である。

可能性はある。

政策面での自立発展性はあるが、その他の自立発
展性については、現段階では明確になっていない。
（それぞれの課題については、添付資料6「評価グ
リットに基づく調査結果」参照）
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添付資料5-2：質問票（カウンターパート用）及び回答結果要点

Questionnaire for Vietnamese Counterparts
Project title: The Project for Rehabilitation of Natural Forest in Degraded Area in the North of Vietnam

回答数＝ 15 回答率＝ 88% =最も高い回答率

Yes No Others

Very Fairly No so Not Others

Main-Questions Sub-Questions Very Moderate No so Others

661 Program
By the end of the Project, are recommendations
submitted to 661 Program based on the results
from experiments and on-farm trials?

100% 0% -　 -　 0%

In order to be taken account in the 661 program,
what kinds of attention must be paid by the Project
when the recommendations are prepared?

0% 0% -　 -　

Manual

By the end of the Project, is a manual on hands-on
techniques on the sets of natural forest
rehabilitation techniques targeting local technical
officers and  farmers finalized?

100% 0% -　 -　 0%

Technical seminars
Are technical officers of FE, WMB, and AFE
learning new techniques through technical
seminars?

87% 7% -　 -　 7%

If you have participated in those seminars, please
answer. 53% 27% 0% -　 20%

Did you satisfy with the quality and quantity of the
seminars? 47% 13% 0% -　 33%

Measures for
natural forest
rehabilitation

Are measures for natural forest rehabilitation
which will be/has been developed by the Project
easily introduced and maintained by the Users?
Give us examples.

93% 7% -　 -　 0%

Do those measures give enough incentive for the
Users to utilize it? Give us examples. 73% 0% -　 -　 27%

To achieve the
Project Purpose

In order to achieve the Project Purpose, what are
facilitating and inhibiting factors?

What kinds of issues must the Project take
account, in order to achieve the Project Purpose? -　 -　 -　 -　 -　

By 2009, are recommendations submitted by the
Project based on the research and on-farm trial
findings reviewed by MARD/DFD for application to
the 661 Program？

87% 0% -　 -　 13%

By 2010, will the techniques developed by this
project be applied to the total new plantation area
and new highly-assisted natural  regeneration area
established annually in communes?

60% 27% -　 -　 13%

By 2010, does the number of households in
communes who are applying the techniques
developed by the Project increase?

60% 7% -　 -　 33%

In order to achieve the Overall Goal, what are
facilitating and inhibiting factors?

＜上位目標達成の
見込み＞
提言がレビューされ
る（指標1）は見込
みがある。
面的広がり（指標
2，3）については、
経済・自然条件が
異なるため難しい
のではというコメン
トある。

Degree of
achievement of
Overall Goal

"Sets of
technology for
natural forest
rehabilitation
developed by
the Project are
applied by policy
makers and by
end users"

Will the Overall
Goal be achieved?

Answers

回答結果の要点

Facilitating Factors:
住民、関係者の支援、C/P、専門家、住民の熱
意、多くの関係者が技術開発に携わってい
る。

Inhibiting Factors:
予算、自然災害、技術等の制約条件の存
在。プロジェクトの結果が全国に適用可能
か不確実。連携が不十分。住民への土地配
分が一様でない。住民の過度の期待。政策
決定者が不参加。

＜プロジェクト達成
の見込み＞
661に適用できる可
能性が高いため、
プロジェクト目標の
達成見込みは高
い。

Facilitating Factors:
技術の普及は、既存の普及ネットワークに
より効果的・効率的に実施されうる。

Inhibiting Factors:
関係機関の連携、森林研究の明確な結果が
3-5年かかる。財政的な要因。

Questions

Degree of
achievement of
the Project
Purpose
 
"Sets of
technically
appropriate and
economically
affordable
measures for
natural forest
rehabilitation are
developed that
can be used by
forest
enterprise,
watershed
management
board, and
extension
workers."
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Yes No Others

Very Fairly No so Not Others

Main-Questions Sub-Questions Very Moderate No so Others

Answers

回答結果の要点

Questions

Degree of
achievement of
Information
Component

Are the activities for Information Component
conducted smoothly? If it is not, why? 27% 33% -　 -　 40%

Have you heard reputations of the leaflets
published by the Project? If yes, please describe. 53% 20% -　 -　 27%

Have you heard reputations of the Web-site made
by the Project? If yes, please describe. 27% 53% -　 -　 20%

Are the activities for  Experimental Forest
Component conducted smoothly? If it is not, why? 47% 7% -　 -　 47%

How much are the identifications of field-
applicable silvicultural measures in the
experimental site progressed?

-　 -　 -　 -　 -　

How long does it take more to finalize the
Identification? -　 -　 -　 -　 -　

How does the Experimental Forest Component
share their monitoring information with other
Components (Information, OFT, Demonstration
Forest)?

-　 -　 -　 -　 -　

Are the activities for  native species seedling
production conducted smoothly? If it is not, why? 33% 20% -　 -　 47%

Is the activities for On-Farm Trial (OFT)
Component conducted smoothly? If it is not, why? 73% 0% -　 -　 27%

How are interests and activeness of the farmers
who participate in OFT？

How are interests of the farmers who do NOT
participate in OFT？

How does OFT share their information and
achievement with other Components (Information,
Experimental Forest, Demonstration Forest)?

-　 -　 -　 -　 -　

Are  the activities for Demonstration Forest
Component conducted smoothly? If it is not, why? 60% 0% -　 -　 40%

Have you heard reputations of the demonstration
forest? If yes, please describe. 67% 7% -　 -　 27%

Input
Japanese input

Has the input of Japanese Long-term experts
(number, specialty and timeliness) been
appropriate?

20% 67% 7% 0% 7%

Has the input of Japanese Short-term experts
(number, specialty and timeliness) been
appropriate?

20% 60% 13% 0% 7%

Has the provision of equipment from Japanese
side (quality, quantity and timeliness) been
appropriate?

27% 60% 7% 0% 7%

Has C/P training in Japan (number, training area
and timeliness) been appropriate? 33% 40% 20% 0% 7%

熱心。

関心高い。

＜成果と活動：展示
林＞
円滑に実施されて
いる。ただし、他の
WGにも共通する
が、無回答も多く、
情報共有があまり
ないことが伺える。

＜日本側投入＞
ほぼ適切である。

＜成果：情報＞
情報WGが機能して
いないと考える人も
多い。

Degree of
achievement of
Outputs and
Activities

＜成果と活動：
OFT>
円滑に実施されて
いる。ただし、他の
WGにも共通する
が、無回答も多く、
情報共有があまり
ないことが伺える。

＜成果と活動：試験
林＞
円滑に実施されて
いる。ただし、他の
WGにも共通する
が、無回答も多く、
情報共有があまり
ないことが伺える。

Degree of
achievement of
On-Farm Trial
(OFT) Component

Degree of
achievement of
Demonstration
Forest Component

Degree of
achievement of
Experimental
Forest Component
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Yes No Others

Very Fairly No so Not Others

Main-Questions Sub-Questions Very Moderate No so Others

Answers

回答結果の要点

Questions

If you have participated the training, please
answer. How much was it appropriate to help your
work?

40% 27% 7% 0% 27%

Vietnamese input
(each component)

Information Component: Has the Vietnamese input
(number, specialty, timeliness) of each component
been appropriate?

0% 27% 20% 7% 47%

Experimental Forest: Has the Vietnamese input
(number, specialty, timeliness) of each component
been appropriate?

0% 67% 0% 0% 33%

Demonstration Forest: Has the Vietnamese input
(number, specialty, timeliness) of each component
been appropriate?

20% 20% 0% 7% 53%

OFT: Has the Vietnamese input (number,
specialty, timeliness) of each component been
appropriate?

20% 33% 0% 7% 40%

Vietnamese input
Has the Vietnamese input (number, specialty,
timeliness) of each component been appropriate? 0% 0% 0% 0% 100%

Has the provision of equipment from Vietnamese
side (quality, quantity and timeliness) been
appropriate?

33% 33% 0% -　 33%

Implementation
System

80% 0% -　 -　 20%
実施システム機能
している

Project
Management

80% 0% -　 -　 20%
プロジェクト管理機
能している模様。

Communicatio
n

73% 27% 0% -　 0%
C/P間
関係良好

87% 7% 0% -　 7%
専門家とC/P
関係良好

Impact

87% 0% 13%
受益者はプロジェク
トの成果品を使う。

80% 7% -　 -　 13%
＜政策＞
積極的な意味での
変更あり。

87% 0% -　 -　 13% ＜組織＞

87% 0% -　 -　 13% ＜技術＞

27% 0% -　 -　 73%

＜財政＞無回答が
多い。「はい」の理
由は、規模縮小、
661プログラム予算
で扱うなど。

Positive Impacts:
住民の意識向上、C/Pの能力強化
Negative Impacts:
プロジェクトに参加していない人は、森林回復に関する知識が不十
分で、関心が低い。１haあたりの試験林・展示林のコストが高い耐
え、そのモデルを普及させるのは政府のプログラムにとって難し
い。

マネジメント能力強化、効果をサポートする政策とメカニズム、普及
制度の確立。システマティックなマニュアル作成。コミュニティの能
力強化。コミュニティ活動の推進。

＜ベトナム側の投
入＞
有効回答の中で
は、Fairlyが多い。
無回答も多く、情報
共有があまりないこ
とが伺える。

Sustainability

<Technical Sustainability>
After the termination of the Project, is the transferred skill and
knowledge properly utilized in your organization?

<Financial Sustainability>
Is the Vietnamese government likely to continue supporting the Project
to allocate the sufficient operational budget?

<Organizational Sustainability>
After the termination of the Project, is your organization likely to
function in order to continue Project activities?

Which factors are important in order to sustain the Project Effects after
the termination of the Project?

Is the following organizations useful to manage the Project? Joint
Coordination Committee, Project Steering Committee, Internal Meeting
and Project Management Unit. Please give us reason, too.

How are the relationships between Japanese experts and C/P (DOF,
Sub-DOF and FSIV)?

How are the relationships among DOF, Sub-DOF and FSIV?

<Policy Sustainability>
Is there possibility that the direction of Vietnamese policies on
rehabilitation of natural forest will be changed?

After the termination of the Project, will the target beneficiaries
continue to utilize outcome (manuals, silviculture measures,
information, OFT activities and demonstration forests, etc)?

Is there any positive and negative impacts on the Vietnamese
government, Donors, NGOs, C/P, target and NOT target beneficiaries*.
If yes, give us examples.

*:Target beneficiaries of the Project are; local farmers who participate
in forest management (i.e. those who have been allocated or
contracted forest land), Song Da FE, Song Da WMB, and AFE.

Does the implementation system of the Project function? If not, why?
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添
付

資
料

6
：

評
価

グ
リ

ッ
ト

に
基

づ
く

調
査

結
果

ベ
ト

ナ
ム

国
北

部
荒

廃
流

域
天

然
林

回
復

計
画

　
中

間
評

価
調

査
結

果

大
項

目
小

項
目

ス
ー

パ
ー

ゴ
ー

ル
の

達
成

度
（

見
込

み
）

森
林

面
積

が
回

復
す

る
か

森
林

の
環

境
的

及
び

経
済

的
価

値
が

高
め

ら
れ

る
か

森
林
面
積
回
復
の
可
能
性

森
林

価
値

が
高

め
ら
れ

る
可
能
性

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

可
能
性
は
あ
る
が
時
間
を

要
す

る
。

（
指

標
１

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

が
M
A
R
D
/
D
0
F
に

よ
っ

て
検

討
(
レ

ビ
ュ

ー
)
さ

れ
る

か

検
討
の
可
能
性

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

6
6
1
プ

ロ
グ

ラ
ム
の

政
策

決
定

に
関

わ
る

の
は

M
A
R
D
/
D
O
F
で

あ
る

。
提

言
政

策
段

階
か

ら
、

D
O
F
関

係
者

（
政

策
決

定
に

関
わ

る
レ
ベ
ル
の
人
）
を
取
り
込

む
必

要
が

あ
る

。
提

言
の

内
容

に
よ

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
期

待
さ

れ
る

成
果

を
あ

げ
ら

れ
れ

ば
、

上
位

目
標

が
達

成
さ

れ
る

可
能

性
は

高
い
。

（
指

標
２

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

開
発

さ
れ

た
技

術
が

コ
ミ

ュ
ー

ン
の

新
規

森
林

回
復

事
業

に
適

用
さ

れ
る

か

適
用
の
可
能
性

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P
、
農
民

（
指

標
３

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

開
発

さ
れ

た
技

術
を

導
入

す
る

農
家

が
増

え
る

か

増
加
の
可
能
性

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

（
指

標
１

）
6
6
1
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
適

用
技

術
と

そ
の

実
施

手
順

に
つ

い
て

提
言

が
提

出
さ

れ
る

か

提
言

作
成

担
当

者
、
作

成
状

況
、
構

成
・
内

容
（
有

益
性
判
断
）

6
6
1
プ
ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
内

容
・
状
況

文
献

、
質

問
票

、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進

捗
報

告
書

、
自

己
評

価
表

、
J
IC
A
専

門
家
、
C
/
P

提
言

は
ま

だ
作

成
さ

れ
て

い
な

い
が

、
提

案
内

容
と

し
て

、
主

に
試

験
林

で
開

発
さ

れ
る

造
林

技
術

及
び

O
F
T
活

動
の

中
か

ら
、
現

地
に

適
用

可
能

な
造

林
技

術
と

造
林

以
外

の
地

域
住

民
の

生
計

向
上

に
資

す
る

よ
う

な
活

動
と

を
組

み
合

わ
せ

た
モ

デ
ル
が
考
え
ら
れ
る
。

郷
土
樹

種
を

用
い

た
森

林
の

造
成

技
術

（
育

苗
、

裸
地

へ
の

植
林

技
術

）
、

荒
廃

し
た

二
次

林
で

の
天

然
更

新
（

苗
の

利
用

技
術
、

郷
土

樹
種

の
補

助
植

栽
技

術
）

、
保

護
樹

と
し

て
植

栽
し

た
早

生
樹

の
間

伐
技

術
、

若
い

低
質

な
天

然
生

森
林

を
価

値
の
高

い
森

林
へ

効
率

的
に

誘
導

す
る

技
術

等
が

主
体

と
考

え
る

が
、

農
家

の
収

入
向

上
の

た
め

の
方

策
、

技
術

の
提

言
も

含
ま
れ
る
。

O
F
T
に

つ
い

て
は

、
農

林
業

分
野

の
個

別
技

術
（

植
栽

モ
デ

ル
及

び
樹

種
別

取
扱

い
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
）

だ
け

で
は

な
く

、
特

に
、

組
織

･
制

度
的

側
面

（
C
/
P
構

成
、

住
民

組
織

化
等

）
、

管
理

･
運

営
面

（
計

画
策

定
手

法
、

実
施

手
法

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
レ
ビ
ュ
ー
等
）
及
び

社
会

・
経

済
面

（
経

済
分

析
手

法
等

）
で

の
提

言
を

予
定

し
て

い
る

。
こ

れ
か
ら

具
体

的
な

内
容

（
6
6
1
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
既

存
の

必
要

情
報

の
収

集
、

行
政

へ
の

働
き

か
け

、
目

次
案

作
成

、
C
/
P
と

の
共
有
方
法
）
を
検
討
し

、
提

言
作

成
に

向
け

て
具

体
的

な
活

動
を

実
施

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
担
当
者

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
状
況

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
構
成
・
内
容

文
献

、
質

問
票

、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進

捗
報

告
書

、
自

己
評

価
表

、
J
IC
A
専

門
家
、
C
/
P

全
体
的

な
活

動
と

し
て

は
、

本
来

長
期

的
な

視
野

で
行

わ
れ

る
林

業
に

対
し

て
、

短
期

的
に

収
益

を
得

ら
れ

る
多

目
的

樹
種

（
果
実

、
木

材
）

を
導

入
す

る
こ

と
、

ま
た

、
他

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

適
用

さ
れ

て
い

る
補

助
金

・
賃

金
に

代
わ

り
、

他
の

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
地

域
住

民
が

ア
ク

セ
ス

で
き

な
い

よ
う

な
活

動
に

対
す

る
支

援
（

訓
練

、
資

材
の

調
達

）
を

実
施

し
、

市
場
性
の
高
い
産
品
を
開

発
す

る
こ

と
に

も
配

慮
し

て
い

る
。

O
F
T
に

お
け

る
活

動
は

、
住

民
参

加
型

に
よ

り
住

民
の

ニ
ー

ズ
を

汲
み

取
り

な
が

ら
実

施
し

て
い

る
た

め
、

活
動

全
般

に
対

す
る
前

向
き

な
姿

勢
を

促
す

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
は

働
い

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

た
だ

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
開

発
す

る
造

林
技

術
が

ど
の

よ
う

に
住

民
に

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

与
え

ら
れ

る
か

は
、

森
林

か
ら

得
ら

れ
る

利
益

が
相

当
先

に
な

る
た

め
、
将
来
的
に
ど
の
よ
う

な
利

益
が

得
ら

れ
る

か
住

民
に

理
解

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
仕

組
み

が
必

要
で

あ
る

。

（
指

標
２

）
現

場
の

森
林

技
術

者
や

農
民

を
対

象
と

し
た

、
天

然
林

回
復

技
術

に
関

す
る

実
践

的
な

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

作
成

さ
れ

る
か

マ
ニ
ュ
ア
ル
使
用
者
の
意
見

文
献

、
質

問
票

、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進

捗
報

告
書

、
自

己
評

価
表

、
J
IC
A
専

門
家
、
C
/
P

最
終
的
な
成
果
は
得
ら
れ

て
い

な
い

も
の

の
、

い
く

つ
か

の
研

修
テ

キ
ス

ト
等

が
作

成
さ

れ
た

。
今

後
は

、
技

術
の

内
容

や
種

類
な

ど
に

も
よ

る
が

、
既

存
情

報
と

も
統

合
し

た
も

の
を

作
成

予
定

で
あ

り
、

G
T
Z
な

ど
他

の
援
助
機
関
に
よ
る
マ
ニ
ュ

ア
ル

も
参

考
に

し
つ

つ
、

ビ
ジ

ュ
ア

ル
化

し
、

あ
る

程
度

常
識

的
な

レ
ベ

ル
で

作
成

す
る

予
定

。

（
指

標
３

）
林

業
公

社
や

流
域

管
理

委
員

会
の

技
術

者
お

よ
び

農
業

・
林

業
普

及
関

連
部

局
の

普
及

員
8
0
名

が
、

技
術

セ
ミ

ナ
ー

を
通

し
て

新
し

い
技

術
を

習
得

す
る

か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

流
域
管

理
と

い
う

観
点

か
ら

、
ホ

ア
ビ

ン
省

林
業

関
係

者
及

び
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域
内

の
2
1
コ

ミ
ュ

ー
ン

の
代

表
を

対
象

に
、

技
術

セ
ミ

ナ
ー

を
2
0
0
5
年

1
0
月

に
開

催
し

た
。

ま
た

、
林

地
評

価
・

分
類

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

を
2
0
0
5
年

9
月

に
実

施
し
た
。

郷
土

樹
種

の
苗

木
生

産
に

関
連

し
て

、
現

場
の

普
及

員
及

び
農

民
に

対
す

る
3
回

の
研

修
会

に
3
9
名

が
参

加
し

、
新

し
い

技
術
を
習
得
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
、
特
に
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

成
果

を
普

及
す

る
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

等
を

断
続

的
に

実
施

し
て

い
く

計
画

で
あ

る
。

な
お
、
こ
れ
ら
セ
ミ
ナ
ー
に

出
席

し
た

C
/
P
の

反
応

は
良

好
で

あ
り

、
O
J
T
の

よ
る

能
力

強
化

も
進

ん
で

い
る

。

調
査

結
果

評
価

設
問

普
及
・
拡
大
の
程
度
及
び

内
容

に
は

議
論

の
余

地
が

あ
る

が
、

普
及

の
兆

し
が

あ
る

事
例

が
一

部
見

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

そ
の
見
込
み
は
あ
る
。
そ
の

際
、

普
及

関
係

者
の

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

が
重

要
と

な
る

。
た
だ
し
、
面
的
広
が
り
に

関
し

て
は

、
コ

ミ
ュ

ー
ン

の
経

済
・

自
然

条
件

が
異

な
る

た
め

、
難

し
い

と
い

う
見

解
も

あ
る

。

必
要

な
デ
ー
タ

情
報

源
調

査
方

法

実 績 の 確 認

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
状

況

「
林
業
公

社
、
流
域
管

理
委
員
会
、

農
業
・
林
業

普
及
関
連
部

局
が
活
用
す

る
こ
と
が
で

き
る
、
天
然

林
回
復
の
適

正
か
つ
経
済

的
な
技
術
体

系
が
整
備
さ

れ
る
。
」

上
位

目
標

の
達

成
度

（
見

込
み

）

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

整
備
し
た

天
然

林
回

復
の
た
め

の
技

術
体

系
が
、
政

策
決

定
者

お
よ
び
利

用
者

（
林

業
公
社
、

流
域

管
理

委
員
会
、

農
業

・
林

業
普
及
関

連
部

局
、

農
民
）
に

よ
っ

て
活

用
さ
れ
る

か



大
項

目
小

項
目

調
査

結
果

評
価

設
問

必
要

な
デ
ー
タ

情
報

源
調

査
方

法

＜
全

般
＞

資
料
の
収
集
や
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

の
立

ち
上

げ
、

デ
ー

タ
ペ

ー
ス

の
構

築
な

ど
、

具
体

的
な

成
果

は
あ

る
程

度
挙

げ
ら

れ
て

い
る
が
、
情
報
関
連
の
ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
は

十
分

に
機

能
し

て
い

た
と

は
言

い
難

く
、

活
動

に
必

要
な

情
報

の
整

理
・

分
析
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成

果
の

発
出

方
法

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

質
の

向
上

が
、

今
後

の
課

題
と

し
て

挙
げ

ら
れ

る
。

（
指

標
１

）
ウ

ェ
ブ

・
ベ

ー
ス

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
が

構
築

さ
れ

、
定

期
的

に
情

報
が

更
新

さ
れ

て
い

る
か

更
新
記
録
、
更
新
内
容

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
作

成
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

2
0
0
6
年
4
月
に
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ

ト
で

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
が

構
築

さ
れ

た
。

情
報

の
定

期
的

な
更

新
に

は
、

な
お

課
題

が
残

っ
て
い
る
。

（
指

標
２

）
既

存
技

術
の

情
報

が
整

理
さ

れ
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
お

よ
び

出
版

物
を

通
し

て
入

手
可

能
な

状
態

に
あ

る
か

情
報
の
配
布
状
況
、
入
手

可
能
な
場
所
リ
ス
ト
、
P
R
方

法

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
作

成
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
出

版
物

2
0
0
5
年
3
月
に
、
1
5
樹
種
の

技
術

情
報

を
取

り
ま

と
め

た
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
及

び
造

林
地

評
価

に
係

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
O
F
T
用

の
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成

さ
れ

た
。

1
5
種

類
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

は
、

外
部

か
ら

問
合

せ
が

あ
る

な
ど

、
好

評
で

あ
る

。
ま
た
、
既
存
資
料
に
関
す

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

上
で

公
開

し
て

い
る

が
、

ア
ク

セ
ス

は
中

央
関

係
者

の
み

に
限
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、

そ
の

質
は

高
い

と
は

言
い

難
い

。

（
指

標
３

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

開
発

し
た

技
術

、
お

よ
び

他
団

体
・

機
関

が
開

発
し

た
技

術
な

ど
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
期

間
を

通
し

て
定

期
的

に
収

集
・

整
理

さ
れ

て
い

る
か

収
集
・
整
理
の
頻
度
・
内
容

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
発
し

た
技

術
は

、
現

在
、

取
り

ま
と

め
中

で
あ

る
が

、
他

団
体

・
機

関
が

開
発

し
た

技
術

は
、

可
能

な
限
り
収
集
・
整
理
し
て
お

り
、

上
記

の
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
で

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

反
映

さ
れ

て
い

る
。

＜
全

般
＞

（
指

標
３

）
2
0
0
7
年

末
ま

で
に

、
6
6
1
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
植

林
、

補
助

植
栽

、
天

然
更

新
の

各
運

用
方

法
の

中
で

活
用

で
き

る
天

然
林

回
復

の
た

め
の

造
林

技
術

が
、

運
用

方
法

ご
と

に
少

な
く

と
も

１
つ

ず
つ

特
定

さ
れ

る
。

天
然
林
回
復
の
た
め
の
造

林
技

術
の

特
定

に
は

至
っ

て
い

な
い

も
の

の
、

試
験

林
、

O
F
T
、

展
示

林
そ

れ
ぞ

れ
の

ワ
ー

キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、
技

術
を

特
定

す
る

た
め

の
サ

イ
ト

が
設

置
さ

れ
、

有
望

と
考

え
ら

れ
る

造
林

技
術

に
つ

い
て

試
験

・
実
証
の
た
め
の
デ
ー
タ
の

収
集

、
解

析
が

行
わ

れ
て

い
る

。
こ
れ
ま
で
、
各
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン

ト
の

基
盤

づ
く

り
の

時
期

と
し

て
、

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

特
化

し
た

活
動

を
行

っ
て
き
た
こ
と
は
適
当
と
言

え
る

が
、

今
後

は
こ

れ
か

ら
出

て
く

る
情

報
を

共
有

し
、

6
6
1
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
適

用
で

き
る

提
言

作
成
に
貢
献
す
る
よ
う
務

め
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た
、
O
F
T
で
は
住
民
参
加

型
の

計
画

手
法

を
取

っ
て

い
る

一
方

、
展

示
林

で
は

ト
ッ

プ
ダ

ウ
ン

で
モ

デ
ル

を
作

る
必

要
が

あ
り
、
実
際
に
他
の
地
域

で
適

用
す

る
モ

デ
ル

と
な

り
う

る
O
F
T
の

モ
デ

ル
と

展
示

林
の

モ
デ

ル
の

整
合

を
ど

う
図

る
か

は
課
題
で
あ
る
。

＜
試

験
林

＞
（

指
標

１
）

2
0
0
7
年

ま
で

に
、

活
動

2
.
4
.
2
～

2
.
4
.
8
に

示
さ

れ
て

い
る

造
林

技
術

に
つ

い
て

、
現

場
で

適
用

で
き

る
可

能
性

を
有

す
る

技
術

が
少

な
く

と
も

１
つ

ず
つ

特
定

さ
れ

、
其

々
に

つ
い

て
試

験
林

が
設

立
さ

れ
る

。

新
造
林
技
術
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
情
報

適
用
可
能
性
の
推
測
情
報

試
験
林
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
記

録

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
、
視

察

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

活
動
2
.
4
.
2
－
2
.
4
.
8
に
示
さ

れ
て

い
る

造
林

技
術

に
つ

い
て

、
2
0
0
4
年

に
試

験
地

が
設

定
さ

れ
、

郷
土

樹
種

植
林

、
天

然
植

栽
補
助
、
N
T
F
P
開
発
等
の

7
モ

デ
ル

の
試

験
を

実
施

し
て

い
る

ほ
か

、
間

伐
（

9
h
a
）

及
び

メ
ラ

ル
ー

カ
植

栽
（

6
h
a
）

に
関

す
る
試
験
地
も
設
定
さ
れ

た
。

2
0
0
5
年
3
月
に
は
、
郷
土

樹
種

の
優

良
苗

木
の

母
樹

と
な

る
採

種
園

が
設

立
さ

れ
た

。
現
在
、
試
験
デ
ー
タ
の
収

集
・

分
析

を
行

っ
て

お
り

、
い

く
つ

か
有

望
な

モ
デ

ル
が

出
て

き
て

い
る

。
た

だ
し

、
結

果
を

得
る
に
は
後
1
～
2
年
程
度
必
要

で
あ

る
。

＜
展

示
林

＞
展
示
林
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
記

録 展
示
林
の
訪
問
者
記
録

展
示
林
の
紹
介
方
法

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
、
視

察

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

比
較
的
交
通
の
便
の
良
い

場
所

に
6
3
h
a
の

展
示

林
が

造
成

さ
れ

、
2
0
0
4
年

度
に

1
2
モ

デ
ル

、
2
0
0
5
年

度
に

5
モ

デ
ル

が
設

置
さ
れ
、
今
年
度
（
2
0
0
6
年

度
）

に
は

3
モ

デ
ル

が
設

置
予

定
で

あ
る

。
展
示
林
と
い
う
見
本
を
作

る
た

め
、

業
務

な
慣

れ
た

林
業

公
社

等
に

設
計

等
の

作
業

を
発

注
し

た
た

め
、

展
示

林
に

お
け

る
活
動
は
言
わ
ば
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン

で
行

わ
れ

て
お

り
、

O
F
T
に

お
け

る
住

民
参

加
型

の
モ

デ
ル

と
の

整
合

性
は

課
題

で
あ

る
。

ま
た
、
展
示
効
果
を
高
め

る
た

め
に

、
P
R
用

と
し

て
の

位
置

づ
け

を
明

確
に

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
た

め
の

準
備

（
看

板
、

展
示
林
自
体
の
P
R
等
）
を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
今

後
、

展
示

林
へ

の
訪

問
者

が
増

加
し

、
教

育
･
普

及
の

機
能

が
十

分
果

た
さ
れ
、
関
連
部
局
に
よ
り

、
そ

の
技

術
が

適
用

さ
れ

て
い

く
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
。

＜
O
F
T
＞

（
指

標
２

）
2
0
0
7
年

ま
で

に
、

5
コ

ミ
ュ

ー
ン

に
お

い
て

、
少

な
く

と
も

2
5
0
世

帯
が

参
加

し
た

1
0
村

落
の

技
術

適
用

試
験

サ
イ

ト
が

設
立

さ
れ

る
。

O
F
T
の
記
録

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
、
視

察

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P
、
農
民

2
0
0
5
年
ま
で
に
、
技
術
適

用
試

験
（

O
F
T
）

サ
イ

ト
が

、
5
コ

ミ
ュ

ー
ン

の
1
0
村

落
で

5
2
3
世

帯
を

対
象

に
設

立
さ

れ
、

2
7
種

類
の
活
動
が
実
施
さ
れ
て

い
る

。
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

を
除

き
、

ほ
ぼ

予
定

通
り

活
動

は
実

施
さ

れ
て

い
る

。
対
象
村
落
の
住
民
の
意
識

が
高

ま
っ

て
き

て
お

り
、

ま
た

、
対

象
外

の
村

落
に

お
い

て
も

O
F
T
活

動
に

対
す

る
関

心
が

高
い

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
他

の
林

業
関

連
事

業
で

広
く

適
用

さ
れ

て
き

た
補

助
金

制
度

よ
り

も
、

O
F
T
で

適
用

さ
れ

て
い

る
訓

練
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
活

動
と

し
て

の
家

畜
飼

育
等

へ
の

予
算

支
出

の
方

式
の

方
が

よ
り

効
果

的
な

可
能

性
が

あ
る

。

成
果

の
達

成
状

況
（

活
動

状
況

を
ふ

ま
え

て
）

ア
ウ
ト

プ
ッ

ト
１

（
情
報

分
野

）
は

、
達
成
さ

れ
て

い
る

か

“
流
域

に
お

け
る

天
然
林
回

復
、

土
壌

保
全
、
傾

斜
地

移
動

耕
作
（
U
p
l
a
n
d

F
a
r
m
i
n
g
）

、
林

業
関

連
政
策

、
住

民
参

加
な
ど
に

係
る

技
術

、
他
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成
果
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
、
経

験
実

績
な

ど
に
関
す

る
情

報
が

参
照
可
能

な
形

に
取

り
ま
と
め

ら
れ

る
。

”

ア
ウ
ト

プ
ッ

ト
２

（
O
F
T
、

試
験

林
、

展
示
林
分

野
）

は
、

達
成
さ
れ

て
い

る
か

“
天
然

林
回

復
、

郷
土
樹
種

苗
木

生
産

、
農
地
保

全
活

動
の

分
野
で
、

現
場

で
活

用
可
能
な

技
術

が
、

研
究
な
ら

び
に

農
家

を
対
象
に

し
た

技
術

適
用
試
験

（
O
n
-
F
a
r
m

T
r
i
a
l
）

を
通

し
て

開
発
さ
れ

る
。

”



大
項

目
小

項
目

調
査

結
果

評
価

設
問

必
要

な
デ
ー
タ

情
報

源
調

査
方

法

（
指

標
１

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
期

間
中

を
通

し
て

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

評
価

シ
ス

テ
ム

が
円

滑
に

機
能

し
て

い
る

か

M
&
E
の

記
録

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
反
映
状

況

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
、

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
実

施
管

理
に

関
す

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

評
価

シ
ス

テ
ム

構
築

に
つ

い
て

は
、

ロ
ー

カ
ル

コ
ン

サ
ル

タ
ン
ト
に
よ
り
調
査
が
実
施

さ
れ

た
が

、
そ

の
後

円
滑

に
実

施
さ

れ
て

い
な

い
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

、
成

果
と

い
っ

た
活

動
を
大
く
く
り
し
た
上
で
、

こ
れ

ら
の

進
展

状
況

に
つ

い
て

、
専

門
家

と
C
/
P
が

議
論

を
し

、
状

況
を

確
認

す
る

作
業

が
疎

か
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る

。
O
F
T
及
び
試
験
林
の
活
動
に

つ
い

て
は

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

計
画

的
に

行
わ

れ
、

2
0
0
4
年

、
2
0
0
5
年

に
レ

ビ
ュ

ー
が

実
施

さ
れ
た
。
ま
た
、
展
示
林
に

つ
い

て
は

、
計

画
は

策
定

さ
れ

、
今

後
実

施
さ

れ
る

予
定

で
あ

る
。

し
か
し
、
情
報
関
連
に
つ

い
て

は
、

活
動

そ
の

も
の

が
計

画
的

に
行

わ
れ

て
き

た
と

は
言

い
難

い
部

分
も

あ
り

、
モ

ニ
タ

リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
改
善
す

る
余

地
は

大
い

に
あ

る
。

各
活

動
（

情
報

、
試

験
林

、
O
F
T
）

の
連

携
促

進
に

貢
献

し
て

い
る

か

貢
献
の
事
例

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
、

ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

こ
れ
ま
で
は
、
各
コ
ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

の
基

盤
づ

く
り

の
時

期
と

し
て

、
各

コ
ン

ポ
ー

ネ
ッ

ト
に

特
化

し
た

活
動

に
注

力
さ

れ
て
き
た
こ
と
は
適
当
と
い

え
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

今
後

は
、

こ
れ

か
ら

出
て

く
る

情
報

を
共

有
し

、
6
6
1
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
適
用
で
き
る
提
言
作
成
に

貢
献

す
る

よ
う

務
め

る
必

要
が

あ
る

。
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

相
互

間
の

情
報

共
有

、
連

携
体

制
を

ど
う
構
築
す
る
か
が
、
今
後

の
課

題
で

あ
る

。

投
入

実
績

日
本
側

の
投

入
長

期
専

門
家

の
派

遣
（

人
数

・
専

門
性

）
は

適
切

で
し

た
か

？

人
員
配
置
、
機
材
、
研
修
員

受
入
れ
、
支
援
額

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

「
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

／
天

然
林

回
復

」
、

「
造

林
技

術
開

発
」

、
「

参
加

型
森

林
管

理
／

業
務

調
整

」
の

長
期

専
門

家
3
名
を
中
心
と
し
て
協
力

活
動

が
実

施
さ

れ
て

い
る

。
こ

れ
ま

で
に

計
4
名

の
専

門
家

が
派

遣
さ

れ
た

。
「
造
林
技
術
開
発
」
担
当

の
長

期
専

門
家

の
派

遣
が

予
定

よ
り

大
幅

に
遅

れ
た

こ
と

で
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

当
初

の
試

験
林
の
設
計
に
つ
い
て
、
短

期
専

門
家

の
派

遣
に

よ
り

、
こ

れ
を

カ
バ

ー
し

た
。

「
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

／
天

然
林

回
復

」
担

当
の

長
期

専
門

家
に

つ
い

て
は

、
前

任
者

と
後

任
者

の
派

遣
期

間
に

１
ヶ

月
の
空
白
が
生
じ
た
。

い
ず
れ
の
派
遣
の
遅
れ
に

つ
い

て
も

、
結

果
と

し
て

は
、

こ
れ

ま
で

の
と

こ
ろ

活
動

に
大

き
な

支
障

は
な

か
っ

た
が

、
余

裕
を
持
っ
た
人
選
な
ど
の
手

続
き

が
望

ま
れ

る
。

短
期

専
門

家
の

派
遣

（
人

数
・

専
門

性
）

は
適

切
で

し
た

か
？

人
員
配
置
、
機
材
、
研
修
員

受
入
れ
、
支
援
額

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

長
期
専
門
家
の
担
当
分
野

以
外

の
活

動
を

支
援

す
る

た
め

に
、

毎
年

数
名

の
短

期
専

門
家

が
派

遣
さ

れ
、

こ
れ

ま
で

に
計

1
0

名
が
派
遣
さ
れ
た
。

短
期
専
門
家
に
つ
い
て
は

特
段

問
題

は
な

か
っ

た
。

日
本

側
の

資
機

材
（

質
、

量
）

は
適

切
で

し
た

か
？

人
員
配
置
、
機
材
、
研
修
員

受
入
れ
、
支
援
額

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

こ
れ
ま
で
に
、
車
輌
、
モ

ー
タ

ー
バ

イ
ク

、
パ

ソ
コ

ン
、

土
壌

・
水

質
調

査
関

連
機

材
、

測
量

関
連

機
材

、
森

林
調

査
関

連
機
材
、
苗
畑
関
連
機
材
等

が
供

与
さ

れ
て

い
る

（
4
3
7
8
万

円
相

当
）

。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
使
用
す

る
車

輌
に

つ
い

て
は

、
合

計
7
台

が
供

与
さ

れ
て

い
る

が
、

ロ
ー

カ
ル

コ
ス

ト
の

負
担

の
問

題
や

C
/
P
機
関
が
複
数
に
ま
た
が

っ
て

い
る

こ
と

等
か

ら
、

円
滑

に
運

用
さ

れ
て

い
る

と
は

必
ず

し
も

言
え

な
い

部
分

が
あ

る
。

C
/
P
研

修
の

人
数

、
研

修
分

野
は

適
切

で
し

た
か

？
人
員
配
置
、
機
材
、
研
修
員

受
入
れ
、
支
援
額

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

こ
れ
ま
で
に
、
1
7
名
の
カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

が
日

本
で

研
修

を
受

講
し

て
い

る
。

C
/
P
機
関
や
人
数
が
多
い
こ

と
か

ら
、

受
入

人
数

は
適

当
で

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
が

、
研

修
後

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
C
/
P
も

い
る

こ
と

か
ら

、
人

選
に

あ
た

っ
て

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

と
の

関
わ

り
の

程
度

や
今

後
の
貢
献
が
期
待
で
き
る
度

合
い

を
見

極
め

る
必

要
が

あ
る

。

C
/
P
研

修
を

受
け

た
人

は
、

期
待

さ
れ

た
技

術
・

知
識

を
習

得
し

て
き

ま
し

た
か

？

人
員
配
置
、
機
材
、
研
修
員

受
入
れ
、
支
援
額

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

ホ
ア
ビ
ン
省
関
係
で
は
、

C
/
P
が

行
政

担
当

者
で

あ
り

、
3
週

間
程

度
の

比
較

的
短

期
間

の
受

け
入

れ
の

場
合

、
複

数
の

C
/
P

に
対
し
て
ま
と
め
て
1
つ

の
コ

ー
ス

と
し

て
受

入
先

等
を

決
め

る
こ

と
が

多
く

、
特

定
の

技
術

習
得

と
い

っ
た

集
中

的
な

研
修
に
は
な
り
難
い
傾
向
は

あ
る

こ
と

は
否

め
な

い
。

ア
ウ
ト

プ
ッ

ト
３

（
M
&
E
)
は

、
達

成
さ

れ
て
い

る
か

“
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実
施
管

理
、

研
究

な
ら
び
に

農
家

を
対

象
に
し
た

技
術

適
用

試
験
（
O
n
-
F
a
r
m

T
r
i
a
l
）

の
モ

ニ
タ

リ
ン
グ
・

評
価

シ
ス

テ
ム
が
構

築
さ

れ
、

実
施
さ
れ

る
。

”



大
項

目
小

項
目

調
査

結
果

評
価

設
問

必
要

な
デ
ー
タ

情
報

源
調

査
方

法

ベ
ト
ナ

ム
側

の
投

入
－

支
出
額

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
作
成
資
料
、
自

己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門
家
、

C
/
P

ベ
ト
ナ
ム
側
に
お
け
る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

正
式

承
認

（
承

認
は

開
始

後
1
年

7
ヶ

月
経

っ
た

2
0
0
5
年

5
月

）
の

遅
れ

等
に

よ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
の
予
算
年

度
の

2
0
0
4
年

度
ま

で
は

、
ベ

ト
ナ

ム
側

に
よ

る
予

算
配

分
が

な
さ

れ
ず

、
2
0
0
5
年

度
よ

り
予

算
が

支
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

2
0
0
5
年

度
の

総
額

は
8
4
4
百

万
V
N
D
（

2
0
0
6
年

5
月

J
I
C
A
統

制
レ

ー
ト

：
1
V
N
D
=
\
0
.
0
0
7
4
）

。
M
A
R
D
/
D
O
F
と
数
次
に
わ
た

り
、

C
/
P
予

算
の

用
途

や
J
I
C
A
側

ロ
ー

カ
ル

コ
ス

ト
負

担
に

つ
き

、
協

議
を

続
け

て
き

た
が

、
配

付
さ
れ
た
額
が
少
額
に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。
ま

た
、

ホ
ア

ビ
ン

省
（

S
u
b
-
D
O
F
）

に
つ

い
て

は
、

M
A
R
D
/
D
O
F
や

F
S
I
V
と

は
予

算
申
請
方
法
が
異
な
る
た

め
、

2
0
0
6
年

度
は

、
ま

だ
ロ

ー
カ

ル
予

算
の

目
処

が
立

っ
て

い
な

い
。

た
だ

し
、

展
示

林
の

造
成

や
O
F
T
活
動
に
要
す
る
資
金

な
ど

必
要

な
予

算
は

、
日

本
側

で
負

担
し

た
た

め
、

こ
れ

ま
で

の
と

こ
ろ

は
活

動
の

進
捗

に
直

接
影
響
を
及
ぼ
し
て
は
い

な
い

。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
が

3
つ

の
主

要
C
/
P
機

関
に

設
置

さ
れ

て
い

る
。

C
/
P
の

各
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

の
人

数
・

専
門

性
は

適
切

で
し

た
か

？

人
員
数
、
人
員
配
置

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

【
全
体
】
現
時
点
で
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

と
し

て
2
名

、
情

報
関

連
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

と
し

て
4
名
、
試
験
林
ワ
ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

と
し

て
2
4
名

、
展

示
林

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
と

し
て

6
名

、
O
F
T
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル
ー
プ
と
し
て
2
4
名
、
ホ
ア

ビ
ン

省
に

係
る

総
括

と
し

て
1
名

が
配

置
さ

れ
て

い
る

。
な

お
、

こ
れ

ら
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の
う
ち
、
2
つ
以
上
の
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

を
担

当
し

て
い

る
者

も
お

り
、

計
5
7
名

が
配

置
さ

れ
て

い
る

。
人

数
は

相
当

多
い
も
の
の
、
一
人
と
し

て
フ

ル
タ

イ
ム

の
C
/
P
が

お
ら

ず
、

専
門

家
と

の
日

常
的

な
議

論
等

に
は

、
支

障
を

き
た

し
て

き
た
場
合
も
多
い
。
特
に
、

D
O
F
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
が

多
忙

で
あ

り
、

じ
っ

く
り

と
議

論
を

す
る

に
は

時
間

が
足
り
な
い
と
い
う
問
題

が
あ

る
。

【
情
報
】
具
体
的
な
活
動

計
画

が
現

在
の

と
こ

ろ
明

確
に

な
っ

て
い

な
い

。
今

後
の

活
動

と
し

て
は

、
各

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
の
成
果
を
発
出
し
共
有
す

る
こ

と
が

主
体

と
な

る
こ

と
か

ら
、

人
数

や
各

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
か

ら
人

が
出

す
こ

と
な

ど
、

再
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

【
試
験
林
】
試
験
林
の
モ

デ
ル

の
数

か
ら

す
れ

ば
、

C
/
P
数

が
あ

る
程

度
多

い
こ

と
は

必
要

で
あ

る
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動
と
し
て
、
日
本
人
専

門
家

と
の

共
同

作
業

を
行

っ
て

い
く

場
合

に
、

中
心

と
な

る
人

物
を

絞
り

込
ん

で
い

く
こ

と
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
展
示
林
】
モ
デ
ル
の
設

計
段

階
か

ら
、

実
施

、
今

後
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

っ
て

い
く

た
め

に
は

、
適

当
で

あ
る

。
【
O
F
T
】
活
動
の
現
地
と
な

る
コ

ミ
ュ

ー
ン

、
村

の
数

か
ら

見
れ

ば
、

現
在

の
人

数
が

必
要

で
は

あ
る

も
の

の
、

省
、

郡
、

コ
ミ
ュ
ー
ン
の
レ
ベ
ル
に

応
じ

た
役

割
分

担
等

を
ど

う
整

理
す

る
の

か
、

今
後

の
モ

デ
ル

構
築

の
た

め
に

も
検

討
が

必
要

と
考
え
る
。

C
/
P
の

資
機

材
（

質
、

量
）

は
適

切
で

し
た

か
？

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

ベ
ト
ナ
ム
政
府
に
よ
る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

正
式

承
認

が
大

幅
に

遅
れ

た
こ

と
に

起
因

し
て

、
C
/
P
予

算
の

配
付

が
不

十
分

で
あ
り
、
問
題
と
な
っ
て
い

る
。

活
動

状
況

の
確

認
計
画
通

り
に

活
動

は
進
ん
で

い
る

か
（

計
画
の
変

更
状

況
と

理
由
）

ー
計
画
の
実
施
状
況

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

ベ
ト
ナ
ム
政
府
に
よ
る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
承

認
の

遅
れ

、
ロ

ー
カ

ル
予

算
が

配
分

さ
れ

な
い

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
予

算
に

よ
る

対
応
）
、
専
門
家
の
派
遣
の

遅
れ

等
が

発
生

し
て

い
る

が
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
は

概
ね

計
画

通
り

に
進

ん
で

い
る

。

モ
ニ
タ

リ
ン

グ
は

実
施
で
き

て
い

る
か

（
成

果
３

に
同

じ
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
仕
組
み
、

計
画
の
修
正
内
容
、
手
法

（
戦
略
）
の
見
直
し

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
３
参
照
。

外
部
条

件
の

影
響

は
あ
っ
た

か
ー

外
部
条
件
の
影
響
/
変
化

影
響
が
あ
っ
た
場
合
の
対

応
策

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

特
に
な
し
。

前
提
条

件
は

確
保

で
き
た
か

ー
前
提
条
件
が
確
保
さ
れ
た

か
の
確
認
/
そ
の
他
の
課
題

の
確
認

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

確
保
さ
れ
て
い
る
。

実
施

体
制

実
施
体

制
（

W
G
の

設
置
等
）

は
う

ま
く

機
能
し
て

い
る

か

ー
W
G
の
機
能
状
況

問
題
が
あ
っ
た
場
合
の
改

善
策

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

J
IC
A
専
門
家
、
C
/
P

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
３
参
照
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
運

営
管

理

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

運
営
管
理

体
制

は
機

能
し
て
い

る
か

ー
J
C
C
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運

営
委

員
会
、
進
捗
状
況
内
部
検

討
会
、
W
G
等
の
機
能
状
況

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

J
IC
A
専
門
家
、
C
/
P

各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
リ

ー
ダ

ー
で

構
成

す
る

月
例

会
議

は
こ

れ
ま

で
に

2
度

し
か

開
催

さ
れ

て
い

な
い

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が

多
忙

で
あ

る
こ

と
や

、
全

体
の

進
行

管
理

を
日

本
人

専
門

家
の

み
で

行
っ

て
き

て
し

ま
っ

て
き

た
傾
向
が
あ
り
、
C
/
P
に
よ
り

主
体

性
を

持
っ

て
も

ら
う

た
め

に
も

、
実

現
可

能
な

形
で

の
全

体
の

運
営

組
織

を
再

検
討

す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

実 施 プ ロ セ ス の 確 認



大
項

目
小

項
目

調
査

結
果

評
価

設
問

必
要

な
デ
ー
タ

情
報

源
調

査
方

法

関
係

者
と

の
関

わ
り

方
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
状

況
、
計
画
変
更
時
の
対
応

状
況

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

J
IC
A
専
門
家
、
C
/
P

こ
れ
ま
で
に
、
合
同
調
整

委
員

会
（

J
C
C
）

は
2
回

（
2
0
0
4
年

6
月

8
日

、
2
0
0
4
年

1
2
月

2
4
日

）
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

委
員

会
（
P
S
C
）
は
1
回
（
2
0
0
5
年

1
2
月

）
さ

れ
て

い
る

。
2
0
0
5
年
1
2
月
に
開
催
さ
れ
た

P
S
C
で

は
、

日
本

人
専

門
家

と
J
I
C
A
職

員
は

正
式

な
委

員
と

な
ら

ず
に

、
専

門
家

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
活
動
概
要
や
次
年

度
の

事
業

予
定

を
説

明
す

る
と

い
う

立
場

に
と

ど
ま

り
、

発
言

の
機

会
が

与
え

ら
れ

な
か

っ
た

。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
運

営
に

関
し

て
重

要
な

問
題

で
あ

る
た

め
、

会
議

後
に

改
め

て
、

C
/
P
機

関
の

代
表

格
で
あ
る
M
A
R
D
/
D
O
F
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
･
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
と

協
議

し
、

次
回

か
ら

は
、

日
本

人
専

門
家

及
び

J
I
C
A
ベ

ト
ナ

ム
事
務
所
の
代
表
者
を
P
S
C
の

正
式

メ
ン

バ
ー

に
加

え
る

こ
と

と
し

た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

状
況

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
貢
献
・
影

響

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

J
IC
A
専
門
家
、
C
/
P

概
ね
良
好
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

状
況

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
貢
献
・
影

響
本
業
務

外
担

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

J
IC
A
専
門
家
、
C
/
P

概
ね
良
好
で
あ
る
。

C
/
P
へ

の
能

力
向

上
技
術
移
転
の
状
況

C
/
P
の

能
力

向
上

の
程

度
文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り
、
ア
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

J
IC
A
専
門
家
、
C
/
P

技
術
移
転
、
能
力
向
上
が

進
ん

で
い

る
。

C
/
P
の

オ
ー

ナ
シ

ッ
プ

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
・モ

テ
ィ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の

程
度

、
そ
の

理
由

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

J
IC
A
専
門
家
、
C
/
P

い
ず
れ
の
機
関
に
お
い
て

も
、

フ
ル

タ
イ

ム
の

C
/
P
の

配
置

が
な

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

や
予

算
の

確
保

が
不

充
分

な
こ

と
か

ら
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は

未
だ

高
い

と
は

言
い

難
い

。
た

だ
し

、
活

動
の

現
場

に
近

い
所

ほ
ど

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
高
い

。

5 項 目

越
国

政
府

の
開

発
政

策
・

計
画

と
整

合
性

は
あ

る
か

開
発

政
策

・
計

画
（

6
6
1
計

画
等

）
に

変
化

は
な

い
か

越
国
の
開
発
政
策
・
計
画

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

事
前
評
価
関
連
報
告
書
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、
自

己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門
家
、

C
/
P

現
在
、
6
6
1
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

レ
ビ

ュ
ー

が
行

わ
れ

て
お

り
、

造
林

技
術

、
コ

ス
ト

、
地

域
住

民
の

意
識

向
上

な
ど

、
同

プ
ロ

グ
ラ
ム
実
施
上
の
課
題
が

明
ら

か
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

な
お

、
同

プ
ロ

グ
ラ

ム
終

了
後

も
、

現
在

の
森

林
関

連
政

策
の

方
向
性
は
基
本
的
に
は
維
持

さ
れ

る
予

定
で

あ
る

。

日
本

の
援

助
政

策
、

J
I
C
A
国

別
事

業
実

施
計

画
と

整
合

性
は

あ
る

か

日
本
の
援
助
政
策
、
J
IC
A

国
別
実
施
計
画

文
献
、
聞

取
り

事
前
評
価
関
連
報
告
書
、

J
IC
A
専
門
家
、
J
IC
A
職
員

日
本
の
援
助
政
策
は
、
対

ベ
ト

ナ
ム

国
別

援
助

計
画

に
お

い
て

、
環

境
セ

ク
タ

ー
を

援
助

対
象

セ
ク

タ
ー

と
し

て
掲

げ
て

い
る
。
ま
た
、
J
I
C
A
国
別
事

業
実

施
計

画
で

は
、

環
境

セ
ク

タ
ー

の
う

ち
特

に
「

森
林

の
保

全
・

回
復

」
を

重
点

サ
ブ

セ
ク

タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る

。

受
益

者
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
受

益
者

の
ニ
ー
ズ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
受
入
の
程
度

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

事
前
評
価
関
連
報
告
書
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

J
IC
A
専
門
家
、
C
/
P
、
農
民

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域

は
、

ホ
ア

ビ
ン

省
ホ

ア
ビ

ン
ダ

ム
湖

の
上

流
域

に
位

置
し

、
ダ

ム
へ

の
土

砂
流

出
防

止
等

の
理

由
か
ら
、
ダ
ム
の
流
域
保
全

は
ベ

ト
ナ

ム
政

府
の

重
要

課
題

に
な

っ
て

い
る

。
現

在
、

対
象

地
域

の
森

林
被

覆
率

は
改

善
傾

向
に
あ
る
が
、
森
林
の
質
は

依
然

と
し

て
高

い
と

は
言

い
難

い
。

対
象

地
域

の
選

定
は

的
確

だ
っ

た
か

対
象
地
域
の
選
定
プ
ロ
セ

ス
文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

事
前
評
価
関
連
報
告
書
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

J
IC
A
専
門
家
、
C
/
P

対
象
地
域
の
住
民
は
、
ホ

ア
ビ

ン
湖

ダ
ム

建
設

の
た

め
に

移
住

を
余

儀
な

く
さ

れ
た

少
数

民
族

が
多

い
。

彼
ら

の
生

活
は

、
山
岳
地
の
た
め
農
耕
地
に

適
し

た
平

坦
地

が
少

な
い

、
収

入
源

が
少

な
い

と
い

っ
た

理
由

か
ら

、
貧

し
い

状
態

に
あ

り
、

森
林
に
人
的
負
荷
を
か
け
る

焼
畑

や
違

法
伐

採
を

行
っ

て
い

る
。

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

戦
略
、
計

画
内

容
な

ど
は
妥
当

で
あ

っ
た

か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
戦

略
、

計
画

、
ア

プ
ロ

ー
チ

は
妥

当
で

あ
っ

た
か

現
地
既
存
・
日
本
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
活
用
状
況
、
現
地
の

状
況
に
適
し
た
協
力
形
態
・

協
力
方
法
の
選
択
（
情
報
、

研
究
、
実
証
の
３
本
柱
な

ど
）
、
効
果
の
受
益
や
費
用

の
負
担
が
公
平
か

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

事
前
評
価
関
連
報
告
書
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

J
IC
A
専
門
家
、
C
/
P

試
験
林
、
O
F
T
、
展
示
林
と

い
う

３
つ

の
大

き
な

要
素

を
持

っ
た

こ
と

は
、

活
動

を
実

施
し

、
計

画
の

進
捗

を
見

極
め

る
う

え
で
も
有
効
で
あ
る
も
の

の
、

こ
れ

ら
が

ど
う

お
互

い
に

関
与

し
て

い
く

の
か

に
つ

い
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
活

動
の

初
期

段
階
で
は
、
不
透
明
な
ま
ま

で
き

た
嫌

い
が

あ
る

。
ま

た
、

展
示

林
の

作
り

方
、

生
か

し
方

に
つ

い
て

は
、

P
O
で

示
さ

れ
て

は
い
る
も
の
の
、
具
体
的
な

手
法

は
今

後
、

十
分

に
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
取

り
巻

く
環

境
（

政
策

、
経

済
、

社
会

な
ど

）
に

変
化

は
な

い
か

政
策
、
経
済
、
社
内
な
ど
の

変
化

を
示

す
も
の

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

事
前
評
価
関
連
報
告
書
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

J
IC
A
専
門
家
、
C
/
P

特
に
な
し
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
達

成
さ

れ
て

い
る

か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成

度
合
い

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

事
前
評
価
関
連
報
告
書
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

J
IC
A
専
門
家
、
C
/
P

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達

成
状

況
参

照
。

成
果

の
結

果
と

し
て

、
も

た
ら

さ
れ

る
も

の
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
と
成
果

の
関
連
(成

果
に
よ
る
目
標

達
成
か
？
）

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

事
前
評
価
関
連
報
告
書
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

J
IC
A
専
門
家
、
C
/
P

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
を
達

成
す

る
た

め
の

戦
略

で
あ

る
3
つ

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
に

必
要

不
可

欠
な
要
素
が
効
果
的
に
組

み
合

わ
さ

れ
て

い
る

。

外
部

条
件

の
影

響
は

あ
る

か
外
部
条
件
の
影
響

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

事
前
評
価
関
連
報
告
書
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

J
IC
A
専
門
家
、
C
/
P

特
に
な
し
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
部

の
関

係
性

有
効

性
（

予
測

）

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
施
に

よ
り
、
期
待

さ
れ
る
効
果

が
発
現
す
る

か
？

C
/
P
（
D
O
F
/
M
A
R
D
、

F
S
I
V
、

S
u
b
-
D
O
F
）

の
オ

ー
ナ

シ
ッ
プ

は
高

い
か

妥
当

性

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
妥
当
性

が
あ
る
か
？

対
象
国

の
開

発
政

策
、
日

本
の

援
助

政
策
等
と

の
整

合
性

は
あ
る
か

対
象
地

域
、

受
益

者
の
ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て
い
た

か

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に
よ
り

、
期

待
さ

れ
る
効
果

が
得

ら
れ

る
かプ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

関
し

、
関

係
機

関
（

J
I
C
A
本

部
、
事

務
所

、
林

業
公

社
、

流
域

管
理

委
員

会
、

J
C
C
、
農

民
、

普
及

関
係

者
な

ど
）

の
協

力
体

制
は

ど
う
で

あ
っ

た
か

C
/
P
（
D
O
F
/
M
A
R
D
、

F
S
I
V
、

S
u
b
-
D
O
F
）

間
で

の
関

係
は
ど
う

で
あ

っ
た

か

専
門
家

と
C
/
P
と

の
関

係
は

ど
う

で
あ

っ
た

か

技
術
移

転
・

能
力

向
上

の
状

況
は

ど
う

か



大
項

目
小

項
目

調
査

結
果

評
価

設
問

必
要

な
デ
ー
タ

情
報

源
調

査
方

法

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

を
貢

献
す

る
要

因
は

何
か

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

天
然
林
回
復
に
関
す
る
纏

ま
っ

た
技

術
体

系
が

な
く

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

開
発

さ
れ

る
技

術
体

系
に

対
す

る
要

望
が

強
い

。
住
民
、
関
係
者
の
支
援
、

C
/
P
、

専
門

家
、

住
民

の
熱

意
、

多
く

の
関

係
者

が
技

術
開

発
に

携
わ

っ
て

い
る

。
今

後
の

提
案

す
べ

き
モ

デ
ル

の
作

成
や

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

活
動

を
通

じ
て

各
C
/
P
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

す
る

理
解

を
高

め
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
経

済
的

な
も

の
以

外
に

、
知

的
好

奇
心

や
意

欲
を

高
め

る
た

め
の

方
策

、
例

え
ば

、
F
S
I
V
に

は
論

文
発

表
、

ホ
ア

ビ
ン

側
に

は
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
の

作
成

な
ど

、
C
/
P
に

対
す

る
十

分
な

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

付
与

す
る

こ
と

が
必

要
で
あ
る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

を
阻

害
す

る
要

因
は

何
か

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

C
/
P
は
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
参

加
し

て
い

る
場

合
が

多
く

、
そ

れ
ら

の
活

動
割

合
も

増
え

て
お

り
、

多
忙

で
あ

る
。

ロ
ー
カ
ル
予
算
が
十
分
に

配
分

さ
れ

な
い

こ
と

に
よ

り
、

C
/
P
の

活
動

が
鈍

化
す

る
こ

と
が

あ
る

（
旅

費
が

制
限

さ
れ

る
）
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
間

の
連

携
が

不
十

分
で

あ
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
で

あ
る

技
術

体
系

を
取

り
ま

と
め

る
役

割
を

誰
が
担
う
の
か
明
確
に
さ
れ

て
い

な
い

。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
結

果
が

、
全

国
に

適
用

す
る

か
ど

う
か

は
不

確
か

で
あ

る
。

そ
の
他
、
住
民
へ
の
土
地

配
分

が
ま

ば
ら

で
あ

る
こ

と
、

住
民

の
期

待
が

高
す

ぎ
る

こ
と

（
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
限
り
で
あ
る
）

、
政

策
決

定
者

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

参
加

し
て

い
る

と
は

言
い

難
い

こ
と

も
阻

害
要

因
と

し
て

挙
げ
ら
れ
る
。

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

効
率
的
で

あ
っ

た
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
状
況

投
入
実
績

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

投
入
実
績
（
日
本
側
の
投

入
及

び
ベ

ト
ナ

ム
側

の
投

入
）

参
照

。

投
入

（
日

本
側

及
び

越
側

）
の

質
・

量
・

タ
イ

ミ
ン

グ
は

適
切

で
あ

っ
た

か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
状
況

投
入
実
績

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

投
入
実
績
（
日
本
側
の
投

入
及

び
ベ

ト
ナ

ム
側

の
投

入
）

参
照

。

現
地

情
報

リ
ソ

ー
ス

（
政

府
、

他
ド

ナ
ー

、
J
I
C
A
等

）
を

有
効

活
用

し
て

い
る

か

現
地
情
報
リ
ソ
ー
ス
の
活
用

例
文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

O
F
T
で
は
、
ホ
ア
ビ
ン
省
を

拠
点

と
す

る
他

の
ド

ナ
ー

の
活

動
モ

デ
ル

を
取

り
入

れ
て

い
る

。
今

後
、

6
6
1
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

提
言
を
検
討
し
て
い
く
上

で
、

森
林

セ
ク

タ
ー

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

動
き

等
に

注
目

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
運

営
管

理
は

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
か

J
C
C
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運

営
委

員
会
、
進
捗
状
況
内
部
検

討
会
、
W
G
等
の
機
能
状
況

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
管

理
参

照
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

率
性

を
阻

害
・

貢
献

す
る

要
因

は
何

か
？

阻
害
・
貢
献
し
た
例

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
様
々
な

活
動

を
実

施
す

る
上

で
、

常
に

C
/
P
機

関
と

予
算

の
分

担
に

つ
い

て
協

議
が

必
要

で
あ

り
、

時
間

を
要
す
る
こ
と
は
問
題
で

あ
る

。

上
位
目

標
は

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

効
果

と
し
て
発

現
が

見
込

ま
れ
る
か

（
予

期
し

た
プ
ラ
ス

の
影

響
）

上
位

目
標

達
成

の
見

込
み

は
あ

る
か

実
績
、
外
部
条
件
の
影
響

確
認
、
貢
献
・
阻
害
要
因
の

確
認

文
献
、
質

問
票

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

上
位
目
標
の
達
成
状
況
参

照
。

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に
よ
り

、
予

期
し

た
マ
イ
ナ

ス
の

影
響

は
あ
る
か

外
部

条
件

等
の

予
期

し
た

マ
イ

ナ
ス

影
響

は
あ

る
か

実
績
、
外
部
条
件
の
確
認
、

貢
献
・
阻
害
要
因
の
確
認

文
献
、
質

問
票

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

特
に
な
し
。

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に
よ
り

、
予

期
し

な
か
っ
た

プ
ラ

ス
・

マ
イ
ナ
ス

の
影

響
は

あ
る
か

政
府

、
他

ド
ナ

ー
、

他
の

N
G
O
、

受
益

者
、

C
/
P
、

受
益

者
以

外
の

住
民

な
ど

に
、

予
期

し
な

か
っ

た
波

及
効

果
は

あ
る

か

事
例

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

O
F
T
で
適
用
さ
れ
て
い
る
計

画
策

定
手

法
に

つ
い

て
、

コ
ミ

ュ
ー

ン
レ

ベ
ル

で
他

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

へ
導

入
さ

れ
る

動
き

が
あ

る
。
ま
た
、
O
F
T
で
実
施
さ

れ
て

い
る

活
動

の
う

ち
、

有
望

な
活

動
（

飼
料

作
物

に
よ

る
家

畜
飼

育
）

に
つ

い
て

は
、

自
主

的
な
普
及
が
始
ま
っ
て
い

る
。

試
験
林
で
も
、
研
修
技
術

や
供

与
機

材
を

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

以
外

で
も

有
効

に
活

用
で

き
て

い
る

。

上
位

目
標

達
成

を
貢

献
す

る
要

因
は

何
か

貢
献
の
事
例

文
献
、
質

問
票

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

C
/
P
が
現
行
の
造
林
事
業
の

仕
組

み
に

対
し

て
満

足
し

て
い

な
い

。
地
域
住
民
が
導
入
し
易
く

、
経

済
的

な
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

も
高

い
技

術
が

開
発

さ
れ

れ
ば

、
自

然
に

技
術

普
及

は
進

む
。

環
境
の
維
持
に
森
林
が
重

要
で

あ
る

と
の

認
識

が
高

ま
り

つ
つ

あ
る

。
技
術
の
普
及
は
、
既
存
の

普
及

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

り
効

果
的

・
効

率
的

に
実

施
さ

れ
う

る
。

上
位

目
標

達
成

を
阻

害
す

る
要

因
は

何
か

阻
害
の
事
例

文
献
、
質

問
票

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

森
林
関
係
の
機
関
が
、
役

割
に

応
じ

て
多

数
並

列
的

に
存

在
す

る
。

中
央

と
地

方
の

政
府

機
関

が
、

技
術

的
な

面
で

は
つ

な
が
り
が
大
き
い
も
の
の
、

人
的

・
財

政
的

面
で

は
独

立
し

て
い

る
。

政
策
決
定
者
へ
の
イ
ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

が
殆

ど
な

い
。

森
林

政
策

関
連

の
財

政
が

不
足

し
て

い
る

。
一
部
で
は
不
法
伐
採
が
ま

だ
行

わ
れ

て
お

り
、

都
市

か
ら

離
れ

た
住

民
の

生
活

条
件

の
改

善
は

遅
れ

て
い

る
。

森
林
研
究
の
明
確
な
結
果

が
3
-
5
年

か
か

る
。

経
済

・
自

然
条

件
が

違
う

村
へ

の
面

的
広

が
り

は
難

し
い

。

効
率

性

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
効
率
的

で
あ
る
か
？

イ
ン

パ
ク

ト
（

予
測

）

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
施
に

よ
り
波
及
効

果
は
あ
る

か
？

自
立

発
展

性
（

見
込

み
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
効
果

は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
終

了
後
も
継

続
・
発
展
し

て
い
く
か
？



大
項

目
小

項
目

調
査

結
果

評
価

設
問

必
要

な
デ
ー
タ

情
報

源
調

査
方

法

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後
の
あ

り
方

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
に

お
け

る
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
方

向
性

は
ど

の
よ

う
な

も
の

か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
後
の
方

針
文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
で
も
方

向
性

は
十

分
に

は
議

論
さ

れ
て

い
な

い
。

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果
を
持

続
さ

せ
る

た
め
の
要

因
は

な
に

か

－
受

益
者

の
意

識
レ
ベ
ル

今
後
の
見
通
し

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P
、
農
民

地
域
住
民
を
林
業
活
動
に

対
し

て
い

か
に

主
体

的
に

関
わ

ら
せ

る
こ

と
が

で
き

る
か

ど
う

か
、

ま
た

、
森

林
の

重
要

性
が

さ
ら
に
広
く
理
解
さ
れ
る
か

ど
う

か
が

重
要

で
あ

る
。

特
に

、
O
F
T
活

動
に

お
い

て
は

、
地

域
住

民
に

経
済

的
な

イ
ン

セ
ン

テ
ィ
ブ
を
い
か
に
与
え
る

か
が

重
要

で
あ

る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
を
可
能
と

す
る

政
策

と
メ

カ
ニ

ズ
ム

、
普

及
制

度
の

確
立

、
さ

ら
に

、
普

及
関

係
者

、
技

術
者

の
意

欲
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
、
技
術

レ
ベ

ル
の

向
上

が
重

要
で

あ
る

。

受
益

者
は

天
然

林
回

復
の

た
め

の
活

動
を

継
続

す
る

か
文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P
、
農
民

展
示
林
に
つ
い
て
は
、
住

民
自

ら
が

ア
グ

ロ
フ

ォ
レ

ス
ト

リ
ー

な
ど

を
通

じ
て

主
体

的
な

活
動

の
対

象
と

し
て

捉
え

て
い

く
こ
と
が
可
能
に
な
れ
ば
、

持
続

性
は

高
ま

る
と

考
え

る
。

O
F
T
に
つ
い
て
は
、
地
域
住

民
が

活
動

を
継

続
す

る
可

能
性

は
あ

る
。

受
益

者
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成

果
品

（
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
技

術
、

情
報

、
O
F
T
活

動
、

展
示

林
等

）
を

活
用

す
る

か

受
益

者
の

意
識

レ
ベ
ル

成
果

品
の

使
い
や

す
さ

今
後
の
見
通
し

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P
、
農
民

上
記

を
確

保
、

促
進

す
る

た
め

の
工

夫
を

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
行

っ
て

い
る

か

該
当

す
る
活

動
文

献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

事
業
の

自
立

発
展

性
は
あ
る

か
＜

制
度

面
＞

越
国

政
府

の
開

発
政

策
・

計
画

（
6
6
1
計

画
等

）
の

今
後

の
方

向
性

は
ど

の
よ

う
な

も
の

か

越
国
の
開
発
政
策
・
計
画
の

見
通
し

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

ベ
ト
ナ
ム
国
の
森
林
関
連

政
策

及
び

6
6
1
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
関

す
る

大
き

な
政

策
変

更
は

予
定

さ
れ

て
い

な
い

。

＜
組

織
面

＞
C
/
P
お

よ
び

関
係

機
関

は
当

該
事

業
を

実
施

す
る

た
め

に
十

分
機

能
し

て
い

く
か

、
そ

の
た

め
の

意
識

は
高

い
か

C
/
P
及

び
関

係
機

関
の

組
織
力
・
意
欲

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P
、
農
民

意
欲
は
認
め
ら
れ
る
も
の

の
、

日
本

人
専

門
家

が
主

に
行

っ
て

き
た

総
合

的
な

調
整

作
業

を
誰

が
担

う
の

か
、

そ
れ

を
ど

の
よ
う
に
C
/
P
に
伝
え
て
い
く

の
か

は
今

後
の

課
題

で
あ

る
。

O
F
T
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て

い
る

活
動

は
既

存
の

活
動

と
は

異
な

る
た

め
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
の

O
F
T
の

あ
り

方
ど

う
す

る
か
、
検
討
す
る
必
要
が

あ
る

。

＜
技

術
面

＞
情

報
（

W
e
b
更

新
）

、
研

究
（

試
験

林
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
）

、
実

証
（

展
示

林
、

O
F
T
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
）

の
分

野
は

、
維

持
管

理
さ

れ
る

か

C
/
P
の

能
力

・
技

術
力

こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況

今
後
の
見
通
し

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P
、
農
民

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
デ
ー
タ

ベ
ー

ス
を

担
当

す
る

F
S
I
V
は

、
そ

の
維

持
管

理
能

力
を

あ
る

程
度

備
え

て
い

る
。

試
験
林
は
、
F
S
I
V
に
よ
り

維
持

管
理

さ
れ

る
見

込
み

が
あ

る
が

、
周

辺
住

民
の

試
験

林
に

対
す

る
理

解
や

協
力

を
求

め
る

方
策
が
必
要
で
あ
る
。

O
F
T
活
動
は
、
地
域
住
民
が

維
持

管
理

す
る

こ
と

に
な

る
。

住
民

に
は

、
あ

る
程

度
の

維
持

管
理

が
備

わ
っ

て
い

る
が

、
十

分
と
は
言
い
難
く
、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

り
持

続
性

を
高

め
る

方
策

が
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
展
示
林
は
、
地
域
住
民
の

所
有

地
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
S
u
b
－

D
O
F
を

中
心

と
す

る
C
/
P
が

、
住

民
に

対
し

て
引

き
続

き
維

持
管
理
技
術
を
指
導
し
て
い

く
必

要
が

あ
る

。

＜
財

政
面

＞
中

央
・

地
方

政
府

が
当

該
事

業
を

実
施

す
る

た
め

の
十

分
な

財
源

が
確

保
さ

れ
て

い
る

か

予
算
状
況

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
必
要
と

さ
れ

る
ロ

ー
カ

ル
予

算
の

確
保

も
難

し
い

状
況

で
あ

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

り
技

術
体

系
が

整
備
さ
れ
る
過
程
で
、
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
の

柔
軟

な
予

算
措

置
を

考
え

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

上
記

を
そ

れ
ぞ

れ
確

保
、

促
進

す
る

た
め

の
工

夫
を

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
行

っ
て

い
る

か

政
府
機
関
と
の
情
報
共
有
、

連
携
状
況
等

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

C
/
P
と
地
域
住
民
の
能
力
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果
は
、

他
地

域
・

他
組
織
に

普
及

す
る

か

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
は

、
他

地
域

・
他

組
織

へ
普

及
す

る
か

越
国
政
府
の
政
策
面
、
組

織
面
、
技
術
面
、
財
政
面
の

情
報

他
ド
ナ
ー
の

動
き
、
今

後
の

見
通
し

文
献
、
質

問
票
、
聞

取
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
捗
報
告
書
、

自
己
評
価
表
、
J
IC
A
専
門

家
、
C
/
P

上
位
目
標
の
達
成
度
参
照

。

協
力
終

了
後

も
、

受
益
者
（

住
民

、
ダ

川
林
業
公

社
、

ダ
川

流
域
管
理

委
員

会
、

農
業
・
林

業
普

及
関

連
部
局
）

へ
の

効
果

が
持
続
す

る
か

試
験
林
で
は
、
現
時
点
に

お
い

て
、

具
体

的
な

成
果

品
が

少
な

い
た

め
、

成
果

品
が

活
用

さ
れ

る
た

め
の

活
動

は
特

段
実

施
さ
れ
て
い
な
い
。

展
示
林
で
は
、
林
業
モ
デ

ル
の

造
成

は
、

ト
ッ

プ
ダ

ウ
ン

で
進

め
て

き
た

が
、

若
齢

の
造

林
地

で
ア

グ
ロ

フ
ォ

レ
ス

ト
リ

ー
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
地

元
住

民
の

関
与

を
よ

り
主

体
的

な
も

の
と

な
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

O
F
T
で
は
、
目
に
見
え
る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

を
早

期
に

生
み

出
す

こ
と

を
念

頭
に

お
い

て
活

動
を

推
進

し
て

い
る

。
ま

た
、

持
続
性
を
高
め
る
た
め
の

方
策

の
検

討
・

実
施

を
計

画
し

て
い

る
。
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添付資料 7：ワークショップの概要及び結果 

  

1. ワークショップの概要 

 

日 時 ： 5 月 22 日（月）10：00～17：00／5 月 23 日（火）8：00～12：00 

場 所 ： Thap Vang ホテル （ホアビン） 

使用言語： 英語及び越語 

目 的 ：  プロジェクトの全体像・目標を再確認するとともに、プロジェクトにおける各自の

役割を認識し、プロジェクトの共同レビューを行う。 

ワークショップ後の協議に備え、現場レベルの意見を集約する。 

出席者 ： ワークショップ参加者（20 名、内訳：C/P17 名、長期専門家 3名） 

オブザーバー（越側 3名、日本側 5名） 

モデレーター（1名）、通訳（英語-越語）（1名）、通訳補助（4名） 

（詳細は「3．出席者リスト」参照） 

アジェンダ：  

表 1：ワークショップの流れと内容 

１日目 テーマ：プロジェクトが抱える課題を議論する 

挨拶 10:00-10:15 開会の挨拶 

10:15-10:30 0. 自己紹介（簡易型） 

10:30-11:00 1. 森林回復及びプロジェクトに関する課題収集 

11:00-11:15 2. プロジェクト概要の確認 

導入 

 

11:15-11:30 3. プロジェクトの流れを説明 

課題議論 11:30-12:00 4. 評価団より調査結果を発表 

越日合同評価団より、「これまでに達成された成果」と「今後の

課題」を発表。 

 

 

 

12:00-12:30 

（昼食） 

13:30-15:00 

（休憩） 

15:15-16:45 

5. 対応策の議論：グループ・ディスカッション 

① 課題「プロジェクト目標達成のために必要なこと」、「自立発

展性確保のために必要なこと」について、3グループ（試験

林、展示林、OFT）に分かれて、対応策を議論。 

② 発表＆コメント（20 分×3グループ） 

レビュー 16:45-17:00 1 日目の議論のレビュー 

２目目 テーマ：プロジェクト内容を再確認する 

レビュー 8:00-8:05 1 日目の議論のレビュー 

プロジェ

クト内容

議論 

 

 

8:05-10:15 

 

 

 

（休憩） 

6. プロジェクト内容の議論：グループ・ディスカッション 

① グループに共通課題である「連携」に焦点を置き、その

重要性を説明。（25 分） 

② グループで連携の具体的な内容について議論。（45 分） 

③ 発表＆コメント（20 分×3グループ） 

実施方法

議論 

10:30-11:50 7. 実施方法の議論：グループ・ディスカッション 

① 作業方法の説明（5分） 

② 上記「6.」で話し合った最も重要と思われる連携内容を 2

つ選び、その実施方法についてグループで議論。（30分）

③ 発表＆コメント（15 分×3グループ） 

 11:50-12:00 8. まとめ 

閉会 12:00-12:15 閉会の挨拶 
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2. ワークショップの結果 

 

2-1  導入 

2-1-1 課題の収集 

「森林の回復」及び「プロジェクト」に関する課題をカードに書き出し、カードをカテゴリー

ごとに整理した。「天然林回復」については、①住民、②資金、③技術、③マネジメント等に関す

るカードが出された。「プロジェクト」については、①ワーキンググループの連携、②プロジェク

トの持続性、③モニタリング及び評価、④情報ワーキンググループの機能、⑤住民へのアクセス、

⑥技術、⑦マネジメント等に関するカードが出された。 

 

2-1-2 プロジェクト概要の確認 

次に、プロジェクトの概要及びプロジェクト目標を確認し、2-1-1 で収集した森林回復の課題

に対応するためにプロジェクトが存在することを再認識する。また、プロジェクトの流れを説明

し、現在のプロジェクトの活動が、「プロジェクトの基盤整備⇒実証活動⇒技術体系の整備」とい

う過程の、「実証活動」に移行していること、そして、プロジェクト目標達成に向け「技術体系の

整備」へと活動を進めていく必要があることを確認した。 

 

2-2  課題に対する対応策 

2-2-1 課題の発表 

越日合同評価団より、「これまでに達成されたプロジェクトの成果」並びに「今後の課題」につ

いて発表が行われた。「今後の課題」については、試験林、展示林、OFT の各ワーキンググループ

に対し、「プロジェクト目標を達成するために必要なことは？（表 2 の課題 1 と 2 に該当）」、「自

立発展性を確保するためにこれから取り組んでいかなければならないことは？（同表の課題 3 に

該当）」という観点から抽出された課題である。 

       

2-2-2 対応策の議論 

試験林、展示林、OFT のワーキンググループに分かれ1、それぞれの課題に対する対応策が議論

された。なお、外部に頼る対応策が先に出ることを避けるため、解決策の主体を「グループ内」、

「プロジェクト内」、「プロジェクト外」に分類し、まずワーキンググループ内でできる事は何か

を優先して話し合った。 

プロジェクト目標を達成するための課題 1 に関しては、現在の活動の延長線上にある事項のた

め、各グループともに具体的な対応策が出された。一方で、プロジェクト目標を達成するための

課題 2 及び自立発展性を確保するための課題 3 については、これまで具体的な話し合いが持たれ

ていない課題であり、各グループともに課題の理解に時間を要した。従って、具体的な対応策ま

で議論するには至らなかったものの、今後の活動方針を話し合う有益な機会となったといえる。 

なお、グループ発表後、参加者から積極的にコメント及び質問が寄せられ、参加者の各課題に

対する関心の高さが伺えた。 

  

                                                  
1 プロジェクトのワーキンググループは、展示林、試験林、OFT、情報の 4分野に分かれているが、本ワークショ

ップでは、現場視察を行った 3グループの課題抽出に限定した。 
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表 2：ワーキンググループ別の課題ならびに対応策の概要 

対 応 策 
課題 今後の課題 グループ内で

解決できる事
プロジェクト内で 

解決できる事 
プロジェクト外の 

助けがいる事 

展示林 

課題 1「プロ
ジェクト目標
を達成するた
めの課題」 

展示林の普及 ・情報の普及 ・トレーニング 

・リーフレット、メディア
の使用 

 

・モデルの普及等 

課題 2「プロ
ジェクト目標
を達成するた
めの課題（連
携について）」 

ワーキンググ
ループの連携 

・成功モデル
の抽出 

・ワークショップのレビュ
ー 

・参加型マネジメントの計
画 

- 

課題 3「自立
発展性を確保
するための課
題」 

プロジェクト
終了後の展示
林の維持管理 

 

 

・調整 ・森林保護基金の設立 

・他のワーキンググループ
との連携 

・NTFP の奨励 

・住民のモデル管理 

・法整備 

・生産林から保護林への
変更 

・ツーリズムや健康リゾ
ートとしての利用 

試験林 

課題 1 プロジ
ェクト目標を
達成するため
の課題」 

適応性の高い
モデルの確保 

・ガイドライ
ンの編集 

・既存技術の
取りまとめ

・参加型技術
開発 

・コスト分析

・トレーニング、リーフレ
ット、メディアの使用 

・FSIV の年間業務計画に
統合 

・技術をマニュアル・ガ
イドラインに取りま
とめる。 

・住民の雇用 

・郷土樹種の生産支援 

・資金の支援 

・FSIV の年間業務計画
に統合 

課題 2「プロ
ジェクト目標
を達成するた
めの課題（連
携について）」 

ワーキンググ
ループの連携 

・情報交換 

・プロジェクトの管理・調整機能の強化 

 

- 

課題 3「自立
発展性を確保
するための課
題」 

プロジェクト
終了後の試験
林のモニター 

 

- 

・M&E に従事するスタッフ
の確保 

・次フェーズへの投資 

・次フェーズへの投資 

OFT 

課題 1 プロジ
ェクト目標を
達成するため
の課題」 

住民の意識向
上 

・プロパガン
ダ（宣伝）

・住民のモニ
タリングへ
の参加 

・OFT の目的
の明確化 

・成功モデルの訪問 

・計画･実施のための時間
の確保 

・メディア 

・適切な投資政策 

課題 2「プロ
ジェクト目標
を達成するた
めの課題（連
携について）」 

 

ワーキンググ
ループの連携 

・担当者設置

・迅速なフィ
ードバック

・ウェブベースのニュース
レター発行 

・ワーキンググループ間の
情報共有 

・報告書のフォーマット化

・スタッフの日当増加（フ
ルタイムでないため） 

 

- 

課題 3「自立
発展性を確保
するための課
題」 

プロジェクト
終了後の OFT
活動の普及 

・アクセス ・プロパガンダ（宣伝） 

・ワークショップ 

・スタッフの能力強化 

・最低限の投資 

・プログラムの組合せ 

・手法の制度化 

・OFT スタッフをコンサ
ルタントとして雇用 

・OFT 報告書の参照 
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2-3 プロジェクト内容の議論とその実施体制（ワーキンググループの連携について） 

2-2-2 で出された対応策の中で、各グループに共通する課題 2「ワーキンググループの連携」に

ついて議論を深めた。各ワーキンググループが、①他ワーキンググループに提供できる情報、②

他ワーキンググループから必要とする情報について、カードに書き出した。グループ発表後、①

のカードの中で最も重要と思われるものを 2つ選び、その実施方法（How, When, Who?）について

話し合った。表 3に、連携内容の概要をまとめる。 

 

表 3：ワーキンググループ間で共有されるべき事項の概要 

受信者 
 
発信者 

⇒展示林 ⇒試験林 ⇒OFT ⇒情報 

展示林⇒ 
 

 ◎モデルの実施
結果 

・実践的な造林モ
デルの設置方法 

 

◎成功モデルの適
正技術 

・労働コスト分析デ
ータ 

・家畜の侵入防止策 

・訪問者の反応（OFT
との比較） 

・害虫対策 

・侵食対策 

・活動結果 

・モデルの結果 

・適正技術 

試験林⇒ 

◎成功モデル 

・造林技術等の技
術的アドバイス 

 ◎樹種と技術 ・成功・不成功モ
デル 

 
OFT⇒ 

◎活動結果 

◎効果的マネジメ
ントのための参
加型手法 

・参加型計画手法 

・生計調査方法 

・リボルディン
グ・ファンドの
方法 

◎活動結果 

◎効果的マネジ
メントのため
の参加型手法 

・試験林モデルの
フィードバッ
ク 

 ◎活動結果 

◎効果的マネジメ
ントのための参
加型手法 

・活動の失敗及び
原因 

情報⇒ 

・成功モデル 

・プロジェクト内
外の情報 

・プロジェクト内
外の情報（技術
等） 

・プロジェクト内外
の情報（樹種技
術、OFT 活動改善
情報、マーケティ
ング情報等） 

 

◎：「発信者」より重要事項として選ばれたもの 
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3. 出席者リスト 

 

No. 名  前 職  位 所  属 １日
目 

2 日
目 

参加形式 

A Hà Nội 

1 
Nguyễn Quang 
Dương Deputy Director General Department of Forestry, MARD ○  オブザーバー 

2 Phạm Xuân Nam Deputy Manager Department of Forestry, MARD ○ ○ 展示林 

3 Võ Đại Hải Deputy Director General Forest Science Institute of Viet Nam ○ ○ 試験林 

4 Đinh Đức Thuận Manager 
Planning and Scientific Division, 
FSIV 

○ ○ 
オブザーバー 

（評価団） 

5 
Nguyễn Quang 
Trung 

Deputy Manager 
Planning and Scientific Division, 
FSIV 

○ ○ 試験林 

6 Nguyễn Quang Khải Researcher Silviculture Division, FSIV ○ ○ 試験林 

7 Đặng Trịnh Triều Researcher Silviculture Division, FSIV ○  試験林 

8 Vũ Tấn Phương Director RCFEE, FSIV ○ ○ 試験林 

9 Trần Anh Dũng Head Research Station of RCFEE, FSIV ○  試験林 

10 Hoàng Liên Sơn Manager Forestry Economic Division, FSIV ○  OFT 

11 Nguyễn Xuân Quát Consultant Vietnam Forestry Association ○ ○ 
オブザーバー 

（評価団） 

12 Nguyễn Hồng Quân Consultant Vietnam Forestry Association ○ ○ 
オブザーバー 

（評価団） 

B Hoà Bình province 

13 Bùi Văn Chúc Director Sub-Department of Forestry ○ ○ 展示林 

14 Bùi Xuân Nhẫn Deputy Director Sub-Department of Forestry ○  OFT 

15 Nguyễn Thạch Lam Officer Sub-Department of Forestry ○ ○ OFT 

16 Hoàng Anh Tuấn Officer Sub-Department of Forestry ○ ○ OFT 

17 Lê Như Quỳnh Director Đà River Forest Enterprise ○ ○ 展示林 

18 Nguyễn Văn Hùng Deputy Director Đà River Forest Enterprise ○ ○ OFT 

19 Hoàng Văn Cường Deputy Director Đà River WMB ○ ○ OFT 

20 Trần An Định Manager of Information 
Div. 

Extension Center of Hoà Bình province ○ ○ OFT 

21 Phan Như Lợi Director Forest Inventory and Planning Unit  ○ 展示林 

C Japanese side 

22 Kenichi TAKANO Leader Japanese Survey Team ○ ○ 
オブザーバー 

（評価団） 

23 Shunji SHIMIZU Member Japanese Survey Team ○ ○ 
オブザーバー 

（評価団） 

24 Tomomi UCHIKAWA Member Japanese Survey Team ○ ○ 
オブザーバー 

（評価団） 

25 Shina OKAICHI Member Japanese Survey Team ○ ○ 
モデレーター 

（評価団） 

26 Kensei ODA JICA expert JICA Expert for MARD ○ ○ オブザーバー 

27 Koji NISHIMIYA JICA expert JICA Vietnam Office  ○  オブザーバー 

28 Hoang Thu Thuy Staff JICA Vietnam Office  ○  通訳補助 

29 Tetsuya KURATA JICA expert RENFODA ○ ○ 展示林 

30 Shigeru KANEKO JICA expert RENFODA ○ ○ 試験林 

31 Makoto FUKUYAMA JICA expert RENFODA ○ ○ OFT 

32 Vu Minh Thuy Project Staff RENFODA ○ ○ OFT/通訳補助 

33 Tran Hoang Hai Project Staff RENFODA ○ ○ 試験林/通訳補助

34 Nguyen Thi Thu Ha Project Staff RENFODA ○ ○ 展示林/通訳補助

35 Phan Van Quyet Interpreter   ○ ○ 通訳 

    合  計 34 名 28 名  
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